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■集合住宅のイメージ（一括加入の場合）

■月額使用料負担（上の図の場合）
所　　有　　者 入　　居　　者

1,400円×6戸×2/3＝5,600円
（1戸当たり933円）

101､103号 負担なし

102号 インターネット利用料負担（民間サービス）
201号 多チャンネル利用料負担（民間サービス）
202号 多チャンネル及びインターネット利用料負担（民間サービス）

※但し、所有者と入居者との間において、テレビ放送サービス使用料の負担について取り決めをした場合は、所有者への支払いが必要となります。

〈注意事項〉
・一括加入の場合、空室があっても、戸数分の使用料が必要です。
・入居者が加入申込する場合は、建物所有者の承諾が必要となります。
・引越しをした場合、転居先で加入するときは、分担金40,000円が必要です。
・集合住宅等の一括加入の場合、減免措置は該当しません。

アパートなどの集合住宅や貸家を所有
している方を対象に説明会を行う予定
です。詳細は、広報たけた10月号等
でお知らせします。

テレビ共聴施設の調査について（お願い）
　テレビ共聴施設については、地上デジタル放送への移行により、改修が必要な場合が多く、市ではケーブルネッ
トワーク事業により対応いたします。
　つきましては、共聴施設の状況等について調査をしたく、共聴施設の代表者の方は企画情報課（☎63‐4801）
まで、電話でご連絡をお願いいたします。
　なお、市で把握している共聴施設については、9月1日付けで平成18年度当時の代表者宛に郵送で照会していま
すので、回答をお願いいたします。
　調査後、10月に共聴施設の役員を対象に説明会を行う予定です。

●お問い合せ　企画情報課　情報化推進係　☎ 6 3 - 4 8 0 1

株式会社（OCT）を選定し、サービスの内容、利用料金等について協議しています。
より多くの皆さんに加入していただけるよう準備を進めています。
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ケーブルネットワーク特集第�4回

告知放送サービス
毎月の使用料は無料です。設置は無料で市が行います。世帯ごとに申し込みが必要です。

テレビ放送サービス
加入方法は、所有者が一括して申し込む方法と、入居者が申し込む方法の２通りあります。

加　入　方　法 所有者が一括して加入申込 入居者が加入申込所有者が一括して加入申込 入居者が加入申込

基 本 使 用 料 支 払 者 所　有　者 入　居　者

基　本
使用料

月　払　い 1,400円×住居等の戸数×2/3 1,400円（年間16,800円）1,400円×住居等の戸数×2/3 1,400円（年間16,800円）

1年一括払い（5％引き） 上記金額×12月×95％ 15,960円

分担金

特別加入申込期間
（平成21年9月30日まで加入申込み）

免　　　除 免　　　除

平成21年10月1日以降加入申込み
１棟（1引込みで分配する場合）

40,000円
１世帯（1引込み）

40,000円

引 込 み 工 事 費 用 無　　　料 無　　　料

宅 内 工 事 費 用 所有者負担 入居者負担

ＩＰ電話サービス（市内加入者間通話無料サービス）
告知放送サービスとテレビ放送サービスへの加入が必要。（一括加入も可能）

インターネットサービス、多チャンネルサービス
世帯ごとに申込みが必要です。告知放送サービスとテレビ放送サービスへの加入が必要。（一括加入も可能）

　７月に、多チャンネル放送・インターネットサービスの提供事業者を公募型プロポーザル方式に
て公募し、８月に開催した有識者、市内団体代表者等による選定委員会において、大分市等でサー
ビスを展開している大分ケーブルテレコム株式会社（ＯＣＴ）を選定しました。
　現在、サービスの内容、利用料金等について協議しています。その内容については、広報たけた
10月号や住民説明会でお知らせいたします。

『地デジ』詐欺にご注意！
　2011年７月24日までに、アナログテレビ放送は終了し、
地上デジタル放送（地デジ）に完全移行します。
地デジに便乗して、架空請求の疑いがある請求書の配布や、
テレビのデジタル化工事を装った詐欺が発生しています。
　身におぼえのない工事や代金請求にはご注意ください。

※地デジに関連して、不審な請求を受けたり、疑わしい工事の勧誘を受けた時には、すぐに支払わず、九州総合通信局、
お近くの警察署、または消費生活センターへご相談ください。

●お問い合せ　総務省九州総合通信局　☎０９６－３２６－７８８２

『地デジ』詐欺にご注意！『地デジ』詐欺にご注意！『地デジ』詐欺にご注意！『地デジ』詐欺にご注意！

　テレビ放送サービスにできるだけ多くの市民の方々に加入していただくため、アパートなどの集
合住宅については、一括して加入することができる制度を設けています。今回は、アパートなどの
集合住宅や貸家を所有している方、入居している方のケーブルネットワークへの加入方法について
お知らせします。

竹田市では、多チャンネル放送・インターネットサービスの提供事業者に大分ケーブルテレコム
また、テレビ放送サービスでも、区域外再送信について福岡県の放送局と協議を進めており、
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産 学連携で竹田を活性化

時を越えた心のつながり
　6月7日に、九重野地区の円形分水前圃場で「円
形分水と古代米田植え祭り」が開催され、立命館ア
ジア太平洋大学(ＡＰＵ)から約20名の留学生が参加
しました。
　この催しは、古代米の田植え活動を通して人類の
稲作への思いを辿り、稲作文化を後世に継承すると
ともに、参加者と地域の人との心のふれあいを深め
ることを目的として開催されています。さらに国際
交流にも取り組もうと、昨年からＡＰＵの学生も参
加していただいています。手植えだけでなく、田植
機に搭乗する体験は、希望者が後を絶たない盛況ぶ
りでした。
　秋には緩木森林公園祭りに合わせて収穫体験が行
われます。稲が成熟して実るように、地域と留学生
との関係も深まり、将来的には九重野地区に定住し
ていただくことも期待できるかもしれません。

九重野地区を舞台にフィールド調査
　7月5日から6日にかけて、大分大学教育福祉科学
部（山岸治男教授）の学生約30名が教育実習の一
環として九重野地区でフィールド調査を行いました。
　この調査は、過疎・高齢化地域において住民自身
がどのように生活を守ろうとしているのか、県や市
からの支援を活用しながらどのように教育・福祉・
地域産業の生活スタイルを確立しているのかの2つ
を大きな目的とし、住民に聞き取り調査を実施しま
した。

　学生たちは、白水ダムや円形分水等を視察しまし
た。絶景を目にした学生は感動を受ける中、歴史的
構造物が建設された経緯についても学習しました。
また「みらい香房わかば」では、ゆでもち作りやだ
んご汁作りの体験を通し、食の大切さや生産者の思
いを十分に受け止めていただきました。
　高齢化が進んでいる九重野地区ですが、若い人た
ちにとって、何かを考えるきっかけになったのでは
ないでしょうか。

希少価値の高い「小判大豆」を竹田ブランドに
 「貴重な在来種を竹田の特産に」と、7月6日、別
府大学の学生20名が、平井雅文さん（下志土知）
の指導のもと小判大豆の播種を行いました。
　小判大豆は、江戸時代から竹田で生産されていた
とされる数少ない在来種の大豆で、現在、別府大学
食物バイオ学科の学生と下志土知地域の住民の皆さ
んが協力して栽培に取り組んでいます。
　これまでも、別府大学創立100周年記念事業の一
環として、トキハ大分店での「竹田小判大豆フェ
ア」の開催や小判大豆を原材料とした商品を開発・
製造・販売する等の活動を行っています。
　今後は、小判大豆のブランド化に向けて、さらな
る商品開発等を行っていく予定です。

　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える　竹田市においても、下記のとおり県内の大学が地域住民と連携して、竹田の抱える
問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。問題について現地調査や研究が行われています。

田植えをする APU の学生 白水ダム等について学ぶ大分大生
小判大豆を播種する別府大生
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　成年後見制度は、認知症の高齢者の方や知的障がい、精神障がいにより、判断能力が十分でない方の財産
管理や福祉サービスの利用契約等を、本人に代わって後見人等が行うもので、それによって安心して生活が
送れるように本人を保護し、支援する制度です。

成年後見制度は２種類あります
①法定後見制度

　判断能力の程度に応じて、３種類の制度（後見・保佐・補助）があります。
  家庭裁判所に申立てをすると、裁判所により後見人・保佐人・補助人が選任され、本人の生活を支援し
ていきます。

②任意後見制度
　将来に備え、あらかじめ支援の内容・方法や支援してもらう人（任意後見人）を公正証書により決めて
おき、判断能力が衰えてきた時に裁判所に申立て、任意後見監督人が選任され、任意後見人が支援を開始
します。

○誰が家庭裁判所に申立てするの？……本人、配偶者、４親等内の親族
○誰が後見人になるの？……法定後見人は家庭裁判所が選任します。基本的には誰でもなることができ、
　　　　　　　　　　　　専門職種としては社会福祉士、弁護士、司法書士、行政書士等があります。
○身寄りがない方は？……身寄りがない場合や親族等に申立てをする人がいない場合で、後見人等が特に
　　　　　　　　　　　　必要と認められる方については、市長による申立てを行うことができます。
　　　　　　　　　　　　本人の経済状況により申立て費用や後見人報酬の助成事業があります。

※日常生活自立支援事業
　日常の金銭の出し入れや書類の管理が困難になっている方に対してその支援を行います。
　本人と契約を締結するため、一定以上の判断能力がある方が対象となります。一定以上の判断能力がない
と判断された方は成年後見制度を活用することをおすすめします。
●お問い合せ　竹田市社会福祉協議会「あんしんサポートセンター竹田」　☎ 62-4555

９
月
９
日
は

で
す

　心臓突然死による死者は年間約３万人といわれ、交通事故
死者（年間約１万人）を大きく上回っています。
　心臓突然死の原因は、主に心室細動（心臓が痙攣を起こし
た状態）と無脈性心室頻珀（脈の無い心臓の頻脈）と言われ
ており、心臓を正常なリズムに戻すには、ＡＥＤを早期に使
用することが最も有効といわれています。

　ＡＥＤとは、心臓突然死の原因となるような心臓が正常なリズムを失った状態
（死に至る不整脈）を自動的に判断し、電気ショック（除細動）を行うことによ
り心臓を正常な状態に戻す機器のことです。
　ＡＥＤは、平成 16 年７月から一般の人の使用が認められるようになりました。
大きさはノートパソコン程、重さは２～３㎏で持ち運びができ、音声による指示
に従って使用できるようになっています。
　竹田市では、平成 18 年から各公共施設に順次設置を行っています。また、地
区の行事等でＡＥＤが必要な場合は、消防署で貸し出しを行っています。

　消防署では救命率の向上を図るため、救急法・ＡＥＤの取扱方法・心肺蘇生法
等の普通救命講習を実施しています。職場や自治会から申し込みいただけば、こ
ちらから出向いて講習を行います。
　ＡＥＤの取扱方法や心肺蘇生法は、見たり聞いたりするだけでなく実際に体験
したほうがより確実に身につきます。「救急の日」を機にぜひ受講してください。
●お問い合せ・受講申込み　竹田市消防署　☎ 63-0119

９
月
９
日
は

で
す

「
救
急
の
日
」

どちらが
多い？

ＡＥＤ
（自動体外式除細動器）
をご存知
ですか？

普通救命
講習を受講
しましょう

成年後見制度 ～高齢者や障がい者が、安心して生活するために～

●成年後見制度に関するお問い合せ　
　 竹田市地域包括支援センター　☎ 64‐0310　　福祉事務所　☎ 63‐4811
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  食育ツーリズム雇用創出大作戦（新パッケージ事業）

　昨年10月にスタートした厚生労働省の委託事業（平成22年3月まで）である新パッケージ事
業「食育ツーリズム雇用創出大作戦」も、11か月が経過しました。観光ツーリズム関連8研究
会、食づくり関連12研究会では、講師の指導のもと“竹田らしさ”にこだわったブランド化を推
進しようと様々な試みが展開されています。

これまでの活動を振り返って…
　観光ツーリズム関連では、豊かな地域資源に磨きをかけ、
新しい観光コースの開発やプロ化を目指すガイドの養成研修、
魅力あふれる温泉地づくりを目指し、新たな提案と実践が行
われています。城下町工芸研究会では、ステンドグラスの制
作で起業化が実現しました。また、田楽火鉢も 7 月に第 1 回
目の釜出し作業が行われ、20 数個の火鉢が完成し、販売に向
けての取り組みが始まりました。
　食づくり関連事業では、どぶろく製造特区制度による竹田
のどぶろくが誕生したことはすでにご案内のとおりですが、
本年 6 月にはワイン・リキュールの製造特区が追加認定され
ました。久住ワイン、直入のドイツワインとともに、特産品
を活用した竹田に似合うワインやリキュールの製造が期待さ
れます。
　ジャム・ソース研究会では、50 種類のジャムの商品化を
目指して研修を重ねています。また、荻を中心としたトマト
を活用した加工食品の開発が注目されています。すでに加工
販売の実績があり、旧荻町給食センター施設を利用し、新た
なスタートを切った「エムナイン」のトマトケチャップを中
心としたトマト加工品開発とは別に、新しい加工グループの
ジュース加工組合「ＭＯＧＩＴＡＴＥ」（もぎたて）によるト
マトジュースの製造も動き始めました。
　その他にも、薬膳料理や山菜加工など、各研究会とも地元
の産品を活かした新しい商品開発により、竹田エリアのブラ
ンド化を目指しています。いずれも研究や研修により人材育成を図り、起業や雇用の場の創出を目指しています。
　事業実施主体である竹田市経済活性化促進協議会（甲斐正章会長）では、これらの研究会を集中して一定期間
市民に公開して開催し、研修参加者（研究員）によるこれまでの取り組みや目指す方向性などを市民の皆様にご
理解いただくとともに、積極的な参加による本事業の活性化を図るため、「事業成果報告会」を計画しています。

ここから拓く未来！  竹田市経済活性化促進協議会  ☎ 62-2122   http://taketa-syokuiku.org

スタートから 1 年　事業成果中間報告会を開催します！
■期間　10月20日㈪～26日㈰　　■会場　むらさき草（古町）

　商店街や関係機関との連携を図りながら実施いたします。期間中は研究開発中の各商品の試食や試飲、
モニターツアーの開催、ステンドグラスや田楽火鉢の製作体験などを通じ、各研究会を紹介させていただき
ます。詳細は市報10月号で、また、ホームページでは随時お知らせしていきます。多くの市民のご参加、
体験をお待ちしております。

スタートから 1 年　事業成果中間報告会を開催します！

ガイド 温泉

ステンドグラス 田楽火鉢

どぶろく ジャム

ジュース 薬膳
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Der Friese spricht　フリース人が語る
一年間を振り返って
　ＪＥＴプログラムに応募し、竹田市に赴任したのは一年も前のことです。時間が
経つのは…。そこで、今までの仕事をちょっと回想しようと思います。
　まずはドイツ語教室です。毎週火曜日の午後７時に開催しています。今まで残っ
た参加者は皆困難を越えて一所懸命勉強してくれて、かなり上達したのではないか
な。ある日、大分市からドイツ語がペラペラな女性の方が参加したことをきっかけに、
上級者向けのドイツ語教室も始めることにしました。参加者は現在５人で、皆大分
市から車で一時間（！）かけて出席してくれる生徒さんです。そして、毎週月曜日
に竹田地域でもドイツ語教室を始めましたので、ぜひ遊びに来て下さい。
　不思議なことに、日本人は、母国語が英語ではない外国人にも英語で話かけるよ
うです。じゃあ、英語で話したいのならと、木曜日の昼休みに市役所本庁で英会話
弁当を開催しています。
　昨年の 12 月には、多くの協力者と共に、長湯で竹田市初のクリスマス・マーケットを開催しました。
今年はもう少し規模を大きくしたいと企画しています。皆来てね！
　１月から毎月１回、ドイツ料理教室を行っています。ドイツでよく食べるものを皆さんにお教えしま
した。ケーキからピザ、船乗りの料理まで、かなり幅広く紹介できたと思います。
　ドイツ映画サークルも開催し、今月で９回目を迎えます。映画（日本語字幕）を通して、ドイツの様々
な面を見せたり考えてもらったりしています。10 月 18 日～ 19 日には、県内在住外国人を解説者として
招待し、６か国の映画を鑑賞する「第 1 回竹田国際映画祭」を直入総合支所大会議室で開催する予定です。
　この１年間で最も大きく占めた仕事は、友好姉妹都市のバート・クロツィンゲンとの交流に関してです。
特に竹田まちなみ会がドイツで建設した日本式建築休憩場や、1200 年記念祭に市長をはじめ 27 名の訪
問団が参加したことや、中学生のホームステイ交流など多方面に渡って行った交流事業で、コーディネー
ター、翻訳者、通訳者、随行員等の立場で仕事を行いました。
　そして、広報たけたのコラム執筆です。膨大なスペースを割いていただき、出身国であるドイツにつ
いてや外国人の目で見た日本の印象等について記事を書くのは勉強になりました。
　これからもう１年間国際交流員の仕事をしたいと思います。これからもよろしくお願い申し上げます。

国際交流員
ゼンケ・グリュッツマハー

月
々
に  

月
見
る
月
は  
多
け
れ
ど

    

月
見
る
月
は   

こ
の
月
の
月

　
中
秋
の
名
月
、
今
年
は
９
月
14
日
だ

そ
う
で
す
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
ス
ス
キ

や
お
団
子
な
ど
を
供
え
て
お
月
見
を
し

た
。
ま
た
、
月
夜
の
盗
人
と
称
し
て
、

よ
そ
の
家
の
お
菓
子
な
ど
を
い
た
だ
き

に
行
っ
た
。
ま
た
自
分
の
家
の
を
採
れ

ば
よ
い
も
の
を
、
わ
ざ
わ
ざ
よ
そ
ん
家

の
柿
を
盗
っ
た
り
し
た
。
思
え
ば
風
流

な
思
い
出
で
あ
り
ま
す
。

柿
食
え
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺

　「
坂
の
上
の
雲
」
に
広
瀬
武
夫
と
と

も
に
登
場
す
る
正
岡
子
規
の
「
柿
は
人

生
の
味
が
す
る
」
と
し
た
俳
句
で
す
が
、

今
は
柿
を
採
る
子
ど
も
さ
え
い
な
い
。

昔
は
子
ど
も
が
離
れ
な
か
っ
た
の
に
何

か
寂
し
い
柿
の
木
の
気
が
し
ま
す
。

　
さ
て
、
９
月
は
名
月
を
隠
し
、
柿
を

散
ら
す
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま

す
。
異
常
気
象
の
せ
い
で
考
え
ら
れ
な

い
大
型
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
大
雨

の
最
中
は
困
難
が
伴
い
ま
す
の
で
、
災

害
が
心
配
さ
れ
る
市
民
の
皆
様
に
は
、

ど
う
ぞ
早
め
の
避
難
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
で
き
れ
ば
災
害
の
無
い
こ
と
を

願
い
た
い
も
の
で
す
。

竹
田
市
長
　
牧
　
　
剛
　尓 ⑰

ふるさと竹田
応援寄附金

ふるさと竹田を愛する方からご寄付をいただきました。
ご浄財は、趣旨に沿えるよう市政発展のため、有効適切に使用させていただきます

氏　名 住　所 寄附金額 事業項目 市に対する要望
木崎友幸・静代様 非公開 非公開 指定なし木崎友幸・静代様 非公開 非公開 指定なし木崎友幸・静代様 非公開 非公開 指定なし木崎友幸・静代様 非公開 非公開 指定なし ―

匿　　名 大分市 10,000 円 指定なし匿　　名 大分市 10,000 円 指定なし匿　　名 大分市 10,000 円 指定なし匿　　名 大分市 10,000 円 指定なし 若者にとって、魅力ある定住促
進事業に力を入れて頂きたい。

匿　　名 大分市 10,000 円 指定なし匿　　名 大分市 10,000 円 指定なし匿　　名 大分市 10,000 円 指定なし匿　　名 大分市 10,000 円 指定なし ―

「ふるさと竹田応援寄附金」は、愛する竹田がいつまでも元気で魅力あるふるさとであり続けるため、
本市出身者または本市を愛する方からのご寄附で応援いただく取り組みです。
市外の親戚、知人にご周知をお願いします。（詳細は 8 月自治会長文書配布チラシを参照ください。）

（平成20年７月31日現在）

ふるさと竹田ふるさと竹田ふるさと竹田ふるさと竹田ふるさと竹田
応援寄附金応援寄附金応援寄附金応援寄附金
ふるさと竹田
応援寄附金
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ぼくたち・わたしたちの学び舎
　

小
羊
保
育
園
は
、
日
本
キ

リ
ス
ト
教
団
竹
田
教
会
附
属

こ
ひ
つ
じ
幼
児
園
を
基
に
社

会
福
祉
法
人
小
羊
保
育
園
を

設
立
し
、
昭
和
46
年
４
月
に

認
可
保
育
園
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
小
羊
」
と
い
う
言
葉
は
、

聖
書
に
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
「
小
羊
を
養
い
な
さ

い
」
と
い
う
言
葉
か
ら
き
て

い
ま
す
。

　

昨
年
に
は
、
保
育
室
の
床

と
壁
を
ヒ
ノ
キ
材
に
張
り
替

え
、
同
時
に
廊
下
と
階
段
の

床
と
壁
も
改
修
し
、
園
全
体

が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　

当
園
で
は
、「
愛
情
と
祈
り

心
を
大
切
に
園
児
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
保
育
す
る
」
を

保
育
の
姿
勢
に
し
て
い
ま
す
。

乳
児
か
ら
就
学
前
児
ま
で
を

保
育
す
る
中
で
、
子
ど
も
た

ち
に
「
保
育
園
っ
て
楽
し
い

な
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
工
夫
し
て
保
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

心
豊
か
な
子
ど
も
に
育
て
る

た
め
に
、
年
齢
に
応
じ
た
よ

い
絵
本
を
選
び
、
毎
日
読
み

聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
家
庭
で
の
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
の
た
め
に
、
絵
本
の

貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、講
師
を
招
い
て
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
育
児

の
講
習
を
す
る「
こ
ぐ
ま
ち
ゃ

ん
の
会
」
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
毎
月
の
お

誕
生
日
会
や
運
動
会
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
等
に
子
ど
も
た
ち

と
保
育
士
全
員
が
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
の
運
動
会
は
９
月
13

日
に
竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー

で
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
12
月

13
日
に
当
園
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
す
。
か
わ
い
ら
し
い
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
延
長
保
育
や

一
時
保
育
、
日
常
保
育
の
中

で
、
子
ど
も
た
ち
が
「
心
豊

か
な
子
ど
も
」
に
育
つ
よ
う

保
育
に
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
尾
崎　

明
）

心
豊
か
な
子
ど
も
に

小
こ

羊
ひつじ

保育園

で
き
た
よ
！
夏
休
み
の
工
作

　

第
25
回
子
ど
も
祭
り
in
な
お

い
り
が
、
８
月
７
日
に
直
入
公
民

館
・
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
友
達
同
士
で
遊
ぶ
こ

と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
子
ど

も
達
に
、「
友
達
と
一
緒
に
活
動

し
、
ふ
れ
あ
え
る
機
会
を
」
と
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
直

入
や
久
住
地
域
の
園
児
・
児
童
約

１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
木
工
や
手
芸
等

の
教
室
に
分
か
れ
、
工
作
に
挑
戦

し
、
で
き
あ
が
っ
た
作
品
を
友
だ

ち
と
見
せ
合
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

　

工
作
教
室
の
他
に
も
お
も
し

ろ
実
験
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
、
子
ど
も
達
は
楽
し
い
夏

休
み
の
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

親
子
で
ま
め
豆
ク
ッ
キ
ン
グ
～

　

夏
休
み
親
子
料
理
教
室
が
、
８

月
８
日
、
直
入
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
古
く
か
ら
日
本
人
の

食
生
活
を
支
え
て
き
た
食
品
で

あ
る
豆
類
を
使
い
、
親
子
で
料
理

を
作
り
、
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

家
庭
で
も
豆
を
食
べ
る
習
慣
を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
竹
田
市

学
校
給
食
研
究
協
議
会
が
開
い

た
も
の
で
す
。

　

教
室
に
は
、
直
入
幼
稚
園
の
園

児
と
保
護
者
約
20
人
が
参
加
し
、

青
エ
ン
ド
ウ
や
金
時
豆
な
ど
６

種
類
の
豆
を
使
い
、
ひ
じ
き
豆
や

豆
カ
レ
ー
ス
ー
プ
、
ぎ
す
け
煮
等

の
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で

作
っ
た
豆
料
理
を
「
お
い
し
い
」

と
食
べ
て
い
ま
し
た
。

真剣な表情の子どもたち

切り絵・折り紙に挑戦
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パ
ー
ス
に
あ
る
、
小
児
病
院
へ

慰
問
演
奏
に
出
掛
け
た
。

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
先
の
虹
色
の

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
ロ
ボ
ッ

ト
と
す
れ
違
い
、
ゲ
ー
ム
や
遊
具

等
が
カ
ラ
フ
ル
な
空
間
に
広
が

り
、
幼
い
頃
に
思
い
描
い
た
「
こ

ど
も
の
国
」
に
迷
い
込
ん
で
い

た
。
楽
し
げ
な
雰
囲
気
に
こ
こ
が

病
院
で
あ
る
事
を
忘
れ
そ
う
に
な

る
が
、
今
日
の
観
客
は
闘
病
中
の

子
ど
も
達
。

　
太
鼓
や
笛
の
音
が
響
き
だ
す

と
、
子
ど
も
達
は
病
室
を
飛
び
出

し
て
ス
テ
ー
ジ
に
集
結
し
、
通
路

ま
で
塞ふ

さ

が
る
程
の
賑
わ
い
と
な
っ

た
。
子
ど
も
達
は
真
剣
な
眼ま

な

差ざ

し

で
見
守
り
、
惜
し
み
な
い
拍
手
と

笑
顔
を
送
り
返
し
て
く
れ
た
。
そ

の
姿
は
普
通
の
子
と
何
も
変
わ
ら

な
い
の
に
、
私
が
笑
顔
を
交
わ
し

た
子
の
何
人
か
は
今
、
癌
と
闘
っ

て
い
る
。
そ
う
思
う
と
演
奏
中
に

目
頭
が
熱
く
な
っ
た
。

　
今
日
の
慰
問
演
奏
は
、
メ
ン
バ

ー
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
深
く
響
い
た

で
あ
ろ
う
。
私
は
、
太
鼓
の
音
色

は
人
々
に
何
か
し
ら
影
響
を
与
え

る
事
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。

打
ち
手
が
念
じ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

音
に
変
わ
り
、
人
種
を
超
え
て
聴

き
手
の
心
に
直
接
届
く
。
ほ
ん
の

少
し
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
で

き
る
限
り
の
人
に
勇
気
を
与
え
て

い
き
た
い
。

　
最
後
に
は
「
あ
り
が
と
う
、
ま

た
遊
び
に
来
る
よ
！
」
と
、
子
ど

も
の
国
の
皆
に
笑
顔
で
約
束
を
し

た
。

　
　（
Ｔ
Ａ
Ｏ
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
水
藤
　
義
徳
）

㊱

　
由
布
市
に
隣
接
し
て
ワ
カ
サ

ギ
で
名
高
い
芹
川
ダ
ム
が
あ
る
。

　
芹
川
ダ
ム
は
、
大
野
川
河
水

統
制
事
業
に
続
い
て
、
大
分
県

政
史
上
二
番
目
の
河
川
総
合
開

発
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。

　
事
業
は
、
大
分
川
水
系
芹
川

の
上
流
、
直
入
町
大
字
下
田
北

下
津
留
地
点
に
高
さ
52
㍍
の

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
を

築
造
し
て
、
下
流
の
明あ

け

磧が
わ
ら

地
点

の
洪
水
量
を
軽
減
し
、
洪
水
被

害
を
防
除
す
る
。
ま
た
、
ダ

ム
か
ら
２
㌔
下
流
の
梨な

し

木の
き

原ば
る

に
芹
川
第
一
発
電
所
を
建
設

し
、
圧
力
隧
道
を
通
じ
て
水

を
送
り
、
１
１
、０
０
０
kW
の

発
電
に
供
し
、
芹
川
に
放
流

す
る
。
そ
の
下
流
龍た

つ

原は
る

川
廻

地
点
に
第
２
発
電
所
を
建
設

し
、
１
０
、４
０
０
kW
を
発
電

し
、
再
放
流
す
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
水
を
分
水
管
を
設
置
し
て

４
０
０
㌶
の
水
不
足
に
悩
む
提ひ

さ

子ご

井
路
に
補
給
す
る
水
量
を
確

保
す
る
。

　
つ
ま
り
芹
川
ダ
ム
は
、
洪
水

調
節
の
治
水
を
図
り
、
戦
後
の

国
土
復
興
計
画
に
伴
う
電
力
事

情
の
緩
和
と
か
ん
が
い
用
水
を

確
保
す
る
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
昭
和
27

年
、
県
か
ら
地
元
に
打
診
が
始

ま
り
、
そ
の
後
、
幾
多
の
補
償
、

契
約
交
渉
な
ど
を
経
て
、
昭
和

28
年
８
月
10
日
に
着
工
し
、
３

年
後
の
昭
和
31
年
10
月
31
日
工

事
の
完
了
を
み
た
。

　
建
設
後
50
有
余
年
を
経
た

今
、
ダ
ム
は
静
か
に
水
を
た
た

え
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
続
け

て
い
る
。
湖
底
に
は
、
23
名
の

家
屋
や
墳
墓
、
約
１
４
０
０
㌶

の
田
畑
、
山
林
が
眠
っ
て
い
る
。

（
清
水
　
誠
一
）

〈
資
料
〉「
大
分
県
電
気
局
史
」
他

岩
上
昭
生
氏
提
供
・「
下
竹
田
今
昔
」

芹  川  ダ  ム

貯水しながら進めるえん堤工事
（昭和31年７月）

第36 回

こどもの国の笑顔の力

　
お
盆
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る

竹
田
の
精
霊
流
し
。

　
精
霊
流
し
は
死
者
の
魂
を
弔
っ

て
灯
籠
や
精
霊
、
お
盆
の
お
供
え

物
を
川
に
流
す
古
く
か
ら
伝
わ
る

行
事
で
す
。

　
今
年
も
関
係
者
に
よ
り
、
故
人

を
懐
か
し
み
な
が
ら
厳
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
お
盆
が
過
ぎ
て
、
夏
休
み
も
終

わ
り
、
暑
さ
も
和
ら
い
で
き
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
秋
で
す
ね
。
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あ
た
た
か
い
雰
囲
気
の
祝
言

　

約
40
年
前
ま
で
神
原
地
区
で
行

わ
れ
て
い
た
伝
統
的
な
結
婚
式
を

再
現
す
る
「
よ
い
や
な
祝
言
」
が
、

７
月
26
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
嫁
行
列
や
地
元
の
住
民
に
よ

る
祝
い
唄
「
ヨ
イ
ヤ
ナ
」、
神
楽

等
が
行
わ
れ
、
新
郎
新
婦
を
祝
い

ま
し
た
。

頼
も
し
い
竹
田
の
消
防
団

　

７
月
27
日
、
第
25
回
大
分
県
消

防
操
法
大
会
が
大
分
県
消
防
学
校

（
由
布
市
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
か
ら
は
小
型
ポ
ン
プ
の

部
に
久
住
方
面
隊
第
１
分
団
第
２

部
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
荻
方
面
隊

第
２
分
団
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

１
、０
０
０
人
が
１
、２
、３
！

　
「
夏
季
巡
回　

ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会
」
が
、
８
月
17

日
に
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
に
も
関
わ
ら
ず
約
１
、０

０
０
人
が
集
ま
り
、
講
師
の
指
導

の
後
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
元

気
よ
く
体
操
を
し
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
お
元
気
で
１
０
０
歳

　

竹
田
市
で
は
、
１
０
０
歳
の
お

誕
生
日
を
迎
え
た
方
を
訪
ね
、
お

祝
い
を
述
べ
、
記
念
品
を
贈
っ
て

い
ま
す
。

　

８
月
１
日
に
大
津
留
フ
ミ
子
さ

ん
（
次
倉
中
央
）、
13
日
に
宿
名

カ
ネ
子
さ
ん
（
芹
川
）
が
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

夏
や
す
み
に
童
謡
体
験

　

８
月
９
日
、
「
よ
し
み
の
夏
ま

つ
り
」
が
佐
藤
義
美
記
念
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

影
絵
や
く
ろ
あ
ん
朗
読
劇
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
合
唱
等
が
行

わ
れ
、
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

佐
藤
義
美
の
童
謡
の
世
界
を
た
っ

ぷ
り
体
験
し
ま
し
た
。

虹
色
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、

夏
休
み
を
楽
し
く
過
ご
し
、
ま
た

家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
「
虹
色
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
プ
ー
ル
や
工
作
、
遊
び
を
通
し

て
お
互
い
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

旬
の
か
ぼ
す
が
全
国
へ

　

竹
田
市
の
特
産
品
で
あ
る
露
地

か
ぼ
す
の
選
果
始
動
式
が
、
８
月

20
日
に
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
大
分
み
ど

り
地
域
本
部
か
ぼ
す
選
果
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
露
地
か
ぼ
す
の
収
量
は

２
２
０
㌧
が
見
込
ま
れ
、
九
州
を

中
心
に
全
国
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

大津留フミ子さん

宿名カネ子さん

新郎の待つ家まで行列優勝した久住方面隊の操法老いも若きも 1、2、3 ！

佐藤義美の歌を合唱

おやつづくりに挑戦

みずみずしいかぼすが次々と
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竹田市職員採用試験のご案内
　竹田市では、次のとおり平成 21 年度採用職員の募集を行います。

【試験職種・採用予定者数・受験資格】

試　験　職　種 採用予定者数 受験できる年齢要件
一般事務（身体障がい者を含む） 5 名 昭和 56 年 4 月 2 日から平成 3 年 4 月 1 日までに生まれた人

消防職
消　防　士 1 名 昭和 56 年 4 月 2 日から平成 3 年 4 月 1 日までに生まれた人
救急救命士 1 名 昭和 56 年 4 月 2 日から昭和 63 年 4 月 1 日までに生まれた人

○一般事務（身体障がい者を含む）
①高等学校卒業程度の学力を有する人　②採用後、竹田市内に居住することを原則とする。

［身体障がい者の方］受験申し込み時にお知らせください。
①身体障害者福祉法第 15 条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人　②自力により通勤ができ、かつ、
介護者なしに職務の遂行が可能な人　③活字印刷物による出題に対応できる人

○消防職（消防士）
①高等学校卒業程度の学力を有する人　②心身ともに健全で、日本国籍を有する男性　③採用後は業務の都
合上、竹田市内に居住できる人　④視力（矯正視力を含む）が、両眼で 1.0 以上、かつ一眼でそれぞれ 0.5
以上であること。　⑤聴力・色覚、言語及び運動機能などが消防職務遂行に支障がないこと。⑥普通自動車（オー
トマチック限定を除く）運転免許取得者又は平成 21 年 3 月 31 日までに取得見込みの人（高等学校在学中の
人は例外あり）。また、採用後 5 年以内に、中型自動車運転免許（一種）以上を取得すること。

○消防職（救急救命士）
上記の消防士の受験資格要件①から⑥に加えて、救急救命士免許を有すること。

（その他共通の受験資格）
①一般事務は、性別及び日本国籍の有無を問いません。ただし、永住者又は特別永住者に限ります。消防職
は、日本国籍を有する人とします。　②受験資格がないことが判明した場合は、受験の中止や合格の取り消
しを行います。また、竹田市職員採用試験申込書や試験に関する調査書類等に記載漏れや不実記載がある場合、
試験に合格しても採用資格を失う場合がありますので注意してください。　③地方公務員法第 16 条該当者は、
この試験を受験できません。

【申込書に添えて提出する書類】
　①返信用封筒
　②身体障がい者の方は、身体障害者手帳の写し
　③消防職受験者のみ下記の書類
　　⑴自動車運転免許取得者は、免許証の写し
　　⑵消防士受験者で、救急救命士免許取得見込の人はその証明書等。
　　⑶救急救命士受験者は、救急救命士免許状の写し

【試験の日時及び試験会場】
　第１次試験　　平成 20 年 10 月 19 日㈰　竹田市役所 3 階会議室

【受付期間等】（全職種）
　受付期間　　平成 20 年 9 月 1 日㈪～ 9 月 19 日㈮まで（土曜日、日曜日、祝日を除く）　8 時 30 分～ 17 時まで
　受付場所　　〒 878-8555　竹田市大字会々 1650 番地　竹田市役所総務企画部総務課職員係
　　※郵送による申込書は、9 月 19 日㈮までの消印があるものに限り受け付けます。

【第 1 次試験の方法及び内容】
　受 験 者 全 員　教養試験（公務員としての必要な一般知識等についての択一式による筆記試験）
　消防職受験者　健康診断・体力試験（消防職として必要な持久力、体力の有無についての検査及び疾病等について検査）

【受験案内・申込書類】
　全職種とも、竹田市役所総務企画部総務課及び荻・久住・直入の各総合支所地域振興課に用意しています。また、
消防職については、消防本部庶務課にも用意しています。
　受験案内は、竹田市公式ホームページ（http://www.city.taketa.oita.jp/）にも掲載しています。試験案内及び
申込書等を印刷して利用できます。

【お問い合せ】
　竹田市役所総務企画部総務課職員係（本庁舎 2 階）☎ 63-1111（内線 216）　〒 878-8555  大分県竹田市大字会々 1650 番地
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ビ
ー
ル

　

今
月
は
、
国
民
体
育
大
会
、
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
大
分

県
で
開
か
れ
ま
す
。
竹
田
で
も
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、
山
岳

競
技
が
開
催
さ
れ
、
医
師
会
病
院

で
は
ケ
ガ
人
、
病
人
の
受
け
入
れ

態
勢
を
で
き
る
限
り
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
等

の
会
場
に
医
師
や
看
護
師
を
派
遣

し
、
大
会
期
間
中
の
現
場
で
の
救

護
活
動
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

大
会
が
無
事
に
開
催
さ
れ
る
た
め

に
、
医
師
会
病
院
も
微
力
な
が
ら

協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
大
会
で
活
躍
し
た
選
手

や
大
会
関
係
者
の
方
々
が
、
打
ち

上
げ
な
ど
で
乾
杯
す
る
と
き
は

や
っ
ぱ
り
ビ
ー
ル
で
し
ょ
う
。
汗

を
か
い
て
脱
水
気
味
に
な
っ
た
体

に
、
冷
え
た
ビ
ー
ル
を
グ
イ
ッ
と

や
る
楽
し
み
は
、
勝
者
敗
者
を
問

わ
ず
喉
の
渇
き
を
癒
し
、
心
身
の

疲
れ
を
吹
き
飛
ば
す
効
果
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。

　

１
日
１
本
く
ら
い
の
ビ
ー
ル
は
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
の
予
防
に
役
立

つ
こ
と
が
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ビ
ー
ル
に

は
利
尿
（
尿
を
た
く
さ
ん
出
す
）

作
用
が
あ
り
、
水
分
を
補
給
し
て

い
る
つ
も
り
が
、
逆
に
水
分
不
足

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

ア
ル
コ
ー
ル
が
分
解
さ
れ
る
と
熱

を
生
じ
ま
す
か
ら
、
汗
を
た
く
さ

ん
か
い
て
や
は
り
脱
水
状
態
に
な

り
ま
す
。
脱
水
に
な
る
と
血
液
が

固
ま
り
や
す
く
な
っ
て
、
心
臓
や

脳
の
血
管
が
つ
ま
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
夏
の
明
け
方
に
、
前
夜
大

酒
を
飲
ん
だ
人
が
心
筋
梗
塞
な
ど

を
起
こ
す
例
が
よ
く
あ
る
の
で
す
。

　

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
発
症
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
疲
れ
た
時
の

ビ
ー
ル
の
後
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

以
外
の
水
分
を
十
分
に
補
給
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

国
体
が
盛
会
の
う
ち
に
行
わ
れ
、

我
々
も
打
ち
上
げ
に
は
ビ
ー
ル
で

乾
杯
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

く
れ
ぐ
れ
も
飲
み
す
ぎ
て
二
日
酔

い
に
な
ら
な
い
よ
う
、
お
互
い
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

（
院
長　

大
多
和　

聡
）

　

竹
田
市
に
は
健
康
づ
く
り
組
織

が
46
団
体
あ
り
、「
や
す
ら
ぎ
と

安
心
に
満
ち
た
支
え
あ
う
く
ら

し
」
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
自
治
会
単
位
で

活
動
し
て
い
る
「
愛
育
保
健
推
進

員
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

愛
育
保
健
推
進
員
の
あ
ゆ
み

　

こ
れ
ま
で
、
自
治
会
で
健
康
づ

く
り
を
担
っ
て
い
た
組
織
と
し
て

｢

愛
育
班｣

と｢

保
健
推
進
員｣

の
２
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

荻
・
直
入
地
域
は
、
保
健
推
進

員
か
ら
愛
育
班
に
移
行
し
、
健
康

づ
く
り
活
動
を
行
い
、
竹
田
・
久

住
地
域
で
は
、
保
健
推
進
員
が
地

域
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
名
称
は
異
な
り
ま
す

が
、
２
つ
の
組
織
の
活
動
内
容
は

類
似
し
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
竹
田
市
に
お
い
て
、｢

健
康｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
域
の
輪
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
が
目
的
で
し

た
。

　

そ
こ
で
、
２
つ
の
組
織
の
活
動

を
取
り
入
れ
、
全
市
に
普
及
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
20
年
度

に｢

愛
育
保
健
推
進
員｣

と
名
称

を
統
一
し
、
活
動
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

【
目
的
】

　

市
民
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
お
互
い

に
支
え
あ
い
な
が
ら
、
明
る
く
、

住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す

【
主
な
活
動
】

・
声
か
け
・
見
守
り
・
話
し
合
い

・
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動

・
行
政
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

活
動

活
動
を
実
践
す
る
に
あ
た
っ
て

　

愛
育
保
健
推
進
員
の
活
動
は

「
声
か
け
」
や
「
話
し
合
い
」
が

基
本
で
す
。
そ
の
活
動
は
自
治
会

単
位
で
行
い
、
年
齢
に
関
係
な
く

す
べ
て
の
方
が
対
象
で
す
。「
声

か
け
」
や
「
話
し
合
い
」
を
重
ね
、

人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ
り
地
域

の
問
題
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
が
地
域
の
健
康

づ
く
り
、
ひ
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。

　

愛
育
保
健
推
進
員
活
動
は
、
暮

ら
し
に
根
ざ
し
た
小
さ
な
活
動
の

積
み
重
ね
が
基
盤
で
す
。

　

少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

ご
存
知
で
す
か
？  

愛
育
保
健
推
進
員

ご
存
知
で
す
か
？  

愛
育
保
健
推
進
員
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今月の食育レシピ

白玉粉　　　300 ｇ
水　　　　　適量
塩　　　　　小さじ 1/3

枝豆むき身　200 ｇ
三温糖　　　80 ｇ
塩　　　　　小さじ 1/3
水　　　　　100cc

　衣に使っている枝豆はビールのお供として人気ですが、実は若い大豆です。成熟した大豆同様、良質のたんぱく
質が豊富であるのに加え、ビタミンＡ，Ｂ、Ｃやミネラルが豊富です。残暑厳しい中、疲労回復に役立ちます。
～学校給食研究協議会　井上栄養士より～
　仙台の郷土料理にずんだもちというものがあります。夏休み親子料理教室で「めじろん団子」として取り入れ、
直入幼稚園のみんなと作りました。子どもたちはコネコネ作業が大好き。家でも作ってみてください。
　９月の学校給食にはなんと「めじろんパン」を予定しています。お楽しみに！

ずんだもち
〈材料〉４人分

今月の食材 枝豆

１. Ａを合わせる。水は少しずつ加え、
耳たぶの硬さくらいにこねる。

２. ２㎝くらいの大きさに丸め、沸騰
したお湯で茹で、団子が浮き上がっ
てきたらすくい、冷水にとり冷ます。

３. 枝豆は水と一緒にミキサーにかけ
る。鍋に豆と三温糖を入れ、弱火に
かけ、混ぜながらしゃもじで持ち上
げるとボタッと落ちるくらいに練
る。（冷めると少し固くなる。）

４. 団子の上に３をのせてできあがり。
（串などに刺してもよい）

⎧
⎨
⎩

⎧
⎨
⎩

Ａ

Ｂ

10
月
に
支
払
わ
れ
る
年
金
か

ら
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
天
引
き
に
つ
い
て

　

月
額
１
万
５
千
円
以
上
の
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
窓
口
に

出
向
い
て
納
め
て
い
た
だ
く
手
間

を
省
く
た
め
、
原
則
と
し
て
、
２

か
月
毎
に
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
保

険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
介
護
保
険
料
を
合
計
し
て
、

年
金
額
の
半
分
を
超
え
る
場
合
は
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
に
決
定
さ
れ
た
改

善
策
の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
に
変
更
す
る
場

合
は
、
手
続
き
完
了
後
（
手
続
き

に
は
２
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。）

か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
６
月
に
決
定
さ
れ
た
改
善
策

　

次
の
場
合
は
、
市
町
村
で
手

続
き
を
す
る
と
年
金
か
ら
の
天

引
き
を
中
止
し
、
口
座
振
替
で

納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
手
続
き
に
は
２
か
月
程

度
か
か
り
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
２
年
間
、
国
民
健

康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
が
な

か
っ
た
方
（
ご
本
人
）
が
、

口
座
振
替
で
支
払
う
場
合

②
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者

が
、
ご
本
人
（
年
金
年
額

１
８
０
万
円
未
満
の
方
）
に

代
わ
っ
て
納
め
る
場
合

　

②
の
場
合
、
所
得
税
及
び
市

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、

口
座
振
替
に
よ
り
保
険
料
を
納

付
し
た
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
被

保
険
者
は
、
被
保
険
者
自
身
に

社
会
保
険
料
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

現
在
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
な
い
方
で
10
月
か

ら
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
る
方

は
、
９
月
ま
で
は
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
に
よ
り
個
別
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
に
な
る
日
の
前
日
に
お

い
て
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
は
、
９
月
ま
で
の
保
険

料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

平
成
20
年
度
の
介
護
保
険
料
・

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　

10
月
、
12
月
、
来
年
２
月
の
各

月
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
保

険
料
（
税
）
額
は
、
原
則
と
し
て

平
成
20
年
度
の
保
険
料
（
税
）
額

か
ら
、
９
月
ま
で
に
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
た
額
や
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
納
付
い
た
だ
い
た
額

を
差
し
引
い
た
額
を
３
等
分
し
た

金
額
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
年
金
振
込
通
知
書
」
に
記
載
さ

れ
た
保
険
料
（
税
）
額
と
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
10
月
以
降

の
金
額
に
つ
い
て
は
竹
田
市
か
ら

送
付
し
た
「
特
別
徴
収
通
知
書
」

の
金
額
が
正
式
な
金
額
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
８
月
に
お
届
け
し
た
「
介

護
保
険
特
別
通
知
書
」（
緑
色
の

ハ
ガ
キ
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
63
‐
４
８
０
３

※塩ゆでした枝豆を使う場
合は、Ｂの塩は必要あり
ません。
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全
国
制
覇
へ
一
本
！

　

全
国
高
校
総
体
剣
道
競
技
大
会

（
埼
玉
県
）
の
男
子
団
体
に
お
い

て
、
日
田
高
校
が
初
優
勝
し
ま
し

た
。
主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ

張
っ
た
直
入
出
身
の
津
島
大
晟
君

（
３
年
）
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
長
湯
小
学
校
（
現
直
入
小
学

校
）
の
時
、
長
湯
少
年
剣
道
ク
ラ

ブ
に
入
り
、
そ
こ
で
の
６
年
間
、

当
時
の
大
塚
幸
憲
先
生
や
大
塚
和

彦
先
生
に
指
導
し
て
頂
い
た
こ
と

が
、
私
の
剣
道
の
原
点
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
回
優
勝
で
き
た
の

も
、
支
え
て
頂
い
た
多
く
の
方
々

の
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
新
た
な
目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。」

　

今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

日
々
の
努
力
が
実
を
結
ぶ

　

７
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第
49

回
九
州
地
区
高
等
学
校
ワ
ー
プ
ロ

競
技
大
会
（
大
分
市
）
の
技
能
競

技
の
部
で
、
情
報
科
学
高
校
が
団

体
優
勝
し
ま
し
た
。
そ
の
メ
ン

バ
ー
の
佐
久
間
士
君
（
２
年
）（
一

本
木
）
が
個
人
の
部
で
も
優
勝
し

ま
し
た
。
２
年
生
で
の
優
勝
は
大

会
史
上
二
人
目
で
す
。

　

ま
た
、
８
月
８
日
に
愛
知
県
で

行
わ
れ
た
全
国
パ
ソ
コ
ン
技
能
競

技
大
会
の
情
報
処
理
技
能(

表
計

算)

競
技
の
部
で
も
、
団
体
で
準

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

佐
久
間
君
は
、
始
発
の
Ｊ
Ｒ
で

通
学
し
、
朝
、
放
課
後
に
練
習
、

帰
宅
は
21
時
過
ぎ
と
連
日
真
剣
に

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
育
て
を
支
え
て

　

直
入
地
域
の
育
児
サ
ー
ク
ル

「
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
」（
森
田
恵
子

会
長
・
27
人
）
が
、
永
年
の
活
動

を
認
め
ら
れ
、
７
月
３
日
に
大
分

県
地
域
活
動
連
絡
協
議
会
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　
「
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
」
は
、
直

入
地
域
に
お
け
る
育
児
相
談
の
場

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

子
育
て
支
援
を
約
20
年
に
わ
た
っ

て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

防
火
活
動
に
努
め
て
30
年

　

７
月
30
日
、
永
年
防
火
婦
人
ク

ラ
ブ
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
佐

久
間
伸
子
さ
ん
（
鹿
口
）
に
竹
田

市
消
防
本
部
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

佐
久
間
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
の

豊
岡
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
設
立

に
尽
力
し
、
竹
田
市
広
域
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
、
大
分
県

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
を

今
年
の
６
月
ま
で
務
め
ま
し
た
。

おたより

　皆さんからのおた
よりをお待ちしてい
ます。
（宛先）
〒878-8555
竹田市大字会々1650
企画情報課広報担当

　皆さんからのおた
よりをお待ちしてい
ます。
（宛先）
〒878-8555
竹田市大字会々1650
企画情報課広報担当

津島大晟君

佐久間士君

すこやかクラブの皆さん

佐久間伸子さん

　

私
の
家
の
畑
に
一
本
の
ビ
ワ

の
木
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
に

電
線
が
通
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

今
年
も
我
が
家
の
畑
は
ツ
バ
メ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　

ビ
ワ
が
色
づ
き
始
め
た
５
月

末
、
カ
ラ
ス
が
電
線
に
留
ま
っ

て
ビ
ワ
の
様
子
を
窺う
か
が

っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
へ
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
６
～
７
羽
の
ツ
バ
メ
が
現

れ
、
鋭
い
鳴
き
声
を
あ
げ
な
が

ら
カ
ラ
ス
の
周
り
を
猛
ス
ピ
ー

ド
で
飛
び
回
り
、
旋
風
を
巻
き

起
こ
し
ま
し
た
。
カ
ラ
ス
は

一ひ
と

竦す
く

み
に
な
っ
て
ジ
ッ
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
意
を
決
し
た
の

か
、
近
く
の
電
線
へ
逃
げ
ま
し

た
。
ツ
バ
メ
は
追
い
か
け
て
ま

た
攻
撃
し
、
と
う
と
う
カ
ラ
ス

は
逃
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
、
そ
れ
以

来
カ
ラ
ス
は
一
度
も
現
れ
ず
、

ビ
ワ
や
ト
マ
ト
に
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ツ
バ
メ
の
あ

の
小
さ
な
体
に
秘
め
た
迫
力
と

団
結
力
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

ツ
バ
メ
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
。　
　
　
　
　
　
（
ふ
）

　

ツ
バ
メ
を
見
守
る〝
ふ
〟さ
ん
。

自
然
や
動
物
に
優
し
く
目
を
向

け
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
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ま
だ
１
年
、
あ
と
半
年
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間

に
時
は
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
国
体
ま

で
一
か
月
を
切
り
ま
し
た
。

　
北
京
五
輪
で
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

感
動
の
金
メ
ダ
ル
。
ま
だ
余
韻
が

残
る
中
、
あ
の
選
手
達
が
や
っ
て

き
ま
す
。
世
界
一
の
プ
レ
ー
で
再

び
私
た
ち
を
感
動
さ
せ
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。

　
私
も
皆
さ
ん
に
選
手
の
思
い
や

気
迫
が
伝
わ
る
一
枚
を
目
指
し
て

撮
り
ま
す
！
　
　
　
　
　（
井
出
）

（平成 20 年 7 月 31 日現在）

　　　　　　　　　　 （前 月 比）
人　口　26,411 人　　（－ 18 人）
　男性　12,323 人　　（－   7 人）
　女性　14,088 人　　（－ 11 人）
世帯数　10,683 世帯（－ 5 世帯）

住民基本台帳登録人数

竹田市の人口

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

７

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

9月の

竹田市立図書館の休館日は、
   1日㈪・   8日㈪
15日㈪・22日㈪
26日㈮
29日㈪です。
※23日(秋分の日)
　は開館します

「時が滲む朝」
楊　逸

　第 139 回芥川賞受賞作品
です。天安門事件前夜から
北京五輪前夜まで。中国民
主化世代二人の青年のせつ
ない青春と苦渋が心に響き
ます。

「たからものくらべ」
杉山　亮

　わたしはともこ、6 さい
です。ぼくはたかし、4 さ
いです。さてさて、二人の
宝の箱の中には何が入って
いるのかな？

〔一般の本〕
・アンのゆりかご　村岡花子の生涯　　村岡　恵理
・切羽へ　　　　　　　　　　　　　　井上　荒野
・左手のコンチェルト　　　　　　　　館野　　泉
・メタボリック・シンドローム（別冊ＮＨＫきょうの健康）

山下　静也
・たった 3 秒のパソコン術　　　　　　中山　真敬

〔子どもの本〕
・ハリーポッターと死の秘宝（上・下）　　  Ｊ・Ｋ・ローリング
・ブンダバーとわんわんわん　　　くぼしま　りお
・てをみてごらん　　　　　　　　　　林　　建造
・モグラはかせの地震たんけん　　　　松岡　達英

　ほか 80 冊ほど購入しました

日時　9月10日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田幼稚園

「おはなしルーム」

日時　9月10日㈬
　　　10:00～
場所　荻みらい館

「おはなし広場」

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館

日時　9月17日㈬
　　　13:30～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

「ブックスタート」 「おはなしのへや」

お
　
詫
　
び
　
　
　

　
広
報
た
け
た
８
月
号
の
18
ペ
ー
ジ

の
堀
恭
博
さ
ん
を
共
博
さ
ん
と
誤
っ

て
掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
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こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

広
報

た
け

た
№

42　
平

成
20年

９
月

1日
発

行
　

■
発

行
/竹

田
市

役
所

  URL http://w
w

w
.city.taketa.oita.jp  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp

■
編

集
/総

務
企

画
部

企
画

情
報

課
情

報
化

推
進

係
　

〒
878-8555　

大
分

県
竹

田
市

大
字

会
々

1650　
■

印
刷

/い
づ

み
印

刷
㈱

広報たけた

9
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
集

産
学
連
携
で
竹
田
を
活
性
化
／
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で

す
／
成
年
後
見
制
度
／
食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
雇
用
創
出
大
作
戦
／

竹
田
市
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

ま
ち
の
話
題
／
神
原
よ
い
や
な
祝
言
／
第
25
回
大
分
県
消
防
操
法
大
会
／
夏
季
巡

回　

ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
／
ま
す
ま
す
お
元
気
で
１
０
０
歳
／
よ
し

み
の
夏
ま
つ
り
／
虹
色
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
／
露
地
か
ぼ
す
選
果
始
動
式
／

平
成
20
年
10
月
に
１

歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
お
子
さ
ん
の
写
真

を
募
集
し
ま
す
！

郷土の植物
阿孫　久見

　

低
地
か
ら
山
地
の
や
や
乾
い

た
草
地
に
生
育
す
る
高
さ
１
㍍

ほ
ど
の
直
立
す
る
多
年
草
で
す
。

　

根こ
ん

生せ
い

葉よ
う

は
花
時
に
は
枯
れ
て

な
く
、
茎く

き

の
葉
は
楕だ

円え
ん

形け
い

で
粗あ

ら

い
鋸き

ょ

歯し

が
あ
り
ま
す
。
葉
は
普

通
３
～
４
個
が
車
状
に
輪り

ん

生せ
い

し

て
つ
き
、
幅
の
狭
い
も
の
か
ら

広
い
も
の
ま
で
個
体
に
変
異
が

あ
り
ま
す
。
大
き
い
も
の
で
長

さ
10
㌢
、
幅
が
４
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

秋
の
頃
、
円え

ん

錐す
い

花か

序じ
ょ

に
淡
紫

色
の
径
１
㌢
ほ
ど
の
小
さ
な
釣つ

り

鐘が
ね

状
の
花
を
下
向
き
に
咲
か
せ

ま
す
。
花
は
先
が
浅
く
５
裂
し
、

雌め

し
べ
の
花か

柱
ち
ゅ
う

が
長
く
突
き
出

る
の
が
特
徴
で
す
。

　

同
属
の
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン

に
比
べ
葉
が
細
く
、
シ
ャ
ジ
ン

は
こ
の
仲
間
の
中
国
名
で
細さ

い

葉よ
う

沙し
ゃ

参じ
ん

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
里
山
か
ら
く
じ
ゅ

う
山
系
の
山
と
高
原
に
広
く
分

布
し
、
秋
の
野
辺
を
飾
り
、
風
情

を
添
え
ま
す
。
ま
た
、
里
山
に

は
全
体
に
毛
が
多
い
ケ
ナ
ガ
サ

キ
シ
ャ
ジ
ン
も
観
察
さ
れ
ま
す
。

花
期
は
８
月
か
ら
10
月
で
す
。

第42 回

サイヨウシャジン（キキョウ科）

平成��年
�月生まれ

誕生日　親
（自治会）

「秋
しゅう

    意
い

」
山里に吹く風の温度が
さがりはじめた。道木
も衣替え。ただよう秋
の気配。
（写真･デザイン/竹蔵）
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第
21
回
明
治
地
区
蛍
の
里
祭
り

　

蛍
の
飛
び
交
う
美
し
い
郷
づ
く
り
を
目
指
し

た
「
蛍
の
里
祭
り
」
も
21
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
は
敬
老
会
も
同
時
に
開
催
し
、
手
品
や

寸
劇
、
餅
ま
き
、
柱
松
等
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

来
春
３
月
で
閉
校
に
な
る
明
治
小
学
校
へ
皆

さ
ん
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
６
日
㈯　

15
時
～
20
時

場
所　

明
治
小
学
校

●
お
問
い
合
せ

　

明
治
地
区
蛍
の
里
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
63
‐
４
２
５
０
（
和
田
）

　

☎
63
‐
４
７
２
８
（
渡
部
）

  
奥
豊
後
の
踊
り
を
楽
し
む
夕
べ

　

奥
豊
後
に
引
き
継
が
れ
る
踊
り
が
一
同
に
会

し
ま
す
。

日
時　

９
月
12
日
㈮　

18
時
30
分
～
20
時

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館

入
場
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

仲
村
睦
雄　

☎
62
‐
３
４
９
４

  

第
18
回
Ｌ
Ｄ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

９
月
12
日
㈮　

19
時
～
21
時

場
所　

直
入
教
育
会
館
２
階

入
場
料　

無
料

曲
目
等

・
グ
リ
ー
グ
と
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
音
楽

・
ペ
ー
ル
ギ
ュ
ン
ト
よ
り
「
朝
」
、
「
ア
ニ
ト

ラ
の
踊
り
」
、
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
他

・
秋
川
雅
史
リ
サ
イ
タ
ル　

「
初
恋
」
、
「
津

軽
の
ふ
る
さ
と
」
、
「
長
崎
の
鐘
」
他

※
今
年
も
竹
田
市
文
化
連
盟
顕
彰
活
動
部
の
後

援
で
、
竹
田
よ
し
み
会
の
影
絵
と
パ
ペ
ッ
ト

な
ず
な
の
人
形
劇
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

瀧
廉
太
郎
会　

☎
63
‐
１
８
２
３
（
堀
）

  

第
25
回
竹
田
薪た

き
ぎ

能の
う

日
時　

９
月
23
日
㈫　

17
時
30
分
～

場
所　

三
日
月
岩
前
水
上
舞
台
（
挟
田
）

※
雨
等
の
都
合
に
よ
り
、
会
場
を
竹
田
市
文
化

会
館
に
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

入
場
券　

指　

定　

席　
　
　

６
、０
０
０
円

　
　
　
　

自　

由　

席　
　
　

５
、０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
ま
で　
　
　

２
、０
０
０
円

　
　
　
　

※
前
売
り
自
由
席　

４
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
薪
能
実
行
委
員
会
（
竹
田
商
工
会
議
所
内
）

　

☎
63
‐
３
１
６
１

歴
史
資
料
館

☎
63
‐
１
９
２
３

所
蔵
品
展
「
田た

能の

村む
ら

直
ち
ょ
く

入
に
ゅ
う

を
中
心
に
」

　

９
月
15
日
㈪
ま
で

　

竹
邨
の
師
で
同
じ
く
竹
田
出
身
の
南
画
家
田

能
村
直
入
の
作
品
を
所
蔵
作
品
か
ら
紹
介
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
・
お
お
い
た
大
会

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
協
賛
事
業

「
奥
豊
後
と
キ
リ
シ
タ
ン
展
」

　

９
月
20
日
㈯
～
11
月
16
日
㈰

　

戦
国
・
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
は
、

都
野
や
長
湯
、
竹
田
を
中
心
に
キ
リ
シ
タ
ン
信

仰
が
広
が
り
ま
し
た
。
往
時
を
し
の
ぶ
貴
重
な

資
料
の
展
示
と
郷
土
に
残
る
主
な
キ
リ
シ
タ
ン

史
跡
の
紹
介
を
通
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
ゆ
か
り

の
地
、
竹
田
市
を
紹
介
す
る
展
示
会
で
す
。

「
奥
豊
後
と
南
画―

竹
田
・
直
入
・
竹
邨
」

　

９
月
20
日
㈯
～
11
月
16
日
㈰

　

新
収
蔵
の
田
能
村
竹
田
「
遊
覧
奇
勝
図
」
な

ど
、
竹
田
出
身
の
三
大
南
画
家
の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

　

９
月
17
日
㈬
～
19
日
㈮
の
間
は
、
展
覧
会
準

備
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

☎
63
‐
２
２
０
０

陶
芸
と
書
の
二
人
展

　

９
月
３
日
㈬
～
７
日
㈰

　

染
付
木
の
葉
流
一
土
窯
の
斉
藤
勉
作
さ
ん

（
日
本
工
芸
会
正
会
員
）
の
鉢
、
花
瓶
、
水
差

し
等
の
陶
芸
作
品
50
点
と
、
衛
藤
諒
堂
さ
ん

（
日
本
書
道
教
育
学
会
会
友
）
の
新
和
様
、か
な
、

漢
字
等
を
額
装
や
軸
装
、
木
材
、
折
帖
に
書
い

た
作
品
を
展
示
。

第
16
回
お
し
花
教
室
い
ち
り
ん
草
展
示
会

　

９
月
10
日
㈬
～
21
日
㈰

　

自
然
の
風
景
な
ど
を
押
し
花
に
し
た
作
品
を

展
示
。

竹
蔵 

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ａ 

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｃ 

写
真
展

　

９
月
24
日
㈬
～
10
月
５
日
㈰
午
前

　

竹
田
市
内
で
活
躍
す
る
写
真
団
体
「
竹
蔵
」。

テ
ー
マ
は
「
竹
田
」。
竹
田
の
風
景
、
人
物
な

ど
を
撮
影
し
、そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く
「
竹
田
」

の
写
真
を
展
示
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

　

９
月
２
日
㈫
、
９
日
㈫
、
10
月
５
日
㈰
午
後

は
、
展
示
替
え
の
た
め
休
館
し
ま
す
。



たけたん情報  平成20年９月号 ❷

９
月
の
お
知
ら
せ

催　

し

水
土
里
の
路
・
歩
き
た
く
な
る
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第
18
回
竹
田
市
こ
う
と
う
さ
ま
大
会

日
時　

９
月
14
日
㈰　

（
受
付
）
９
時
～

場
所　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
中
庭

コ
ー
ス　

10
㎞
コ
ー
ス
、
20
㎞
コ
ー
ス

参
加
費　

３
０
０
円

※
20
㎞
コ
ー
ス
は
、
途
中
で
昼
食
に
な
り
ま
す
。

昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　

・
昼
☎
77
‐
２
８
５
２
（
如
法
寺
）

　

・
夜
☎
62
‐
３
０
７
５
（
髙
瀨
）

案　

内

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
証
発
行
の
お
知
ら
せ

　

竹
田
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
衰
退
防
止
と
商
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

会
員
証
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
員
証
は
、
ク
ラ
ブ
員
が
お
茶
を
購
入

す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
利
益
で
発
行
す
る
も
の

で
、
こ
の
会
員
証
を
持
参
す
れ
ば
、
交
通
機
関
、

飲
食
、
介
護
用
具
、
メ
ガ
ネ
、
補
聴
器
等
の
商

品
に
対
し
て
割
引
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
竹
田
商
工
会
議
所
お
よ
び
竹
田
市
商

店
街
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

竹
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

倉
野　

脩
生

電　

気

電
気
の
安
全
診
断

　

お
宅
の
電
気
設
備
の
保
安
責
任
は
、
皆
さ
ん

ご
自
身
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
住
宅
や
商
店

等
の
電
気
配
線
に
つ
い
て
は
、
九
州
電
力
㈱
か

ら
委
託
を
受
け
て
㈶
九
州
電
気
保
安
協
会
の
調

査
員
が
、
漏
電
火
災
や
感
電
死
傷
の
お
そ
れ
は

な
い
か
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
電
気
設
備
を
安
全
に
使
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
お
手
伝
い
を
す
る
も
の
で
す
。

協
会
の
調
査
員
が
お
宅
へ
お
伺
い
し
た
時
は
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

㈶
九
州
電
気
保
安
協
会
大
分
支
部

　

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
１
３
４
０

年　

金

ね
ん
き
ん
特
別
便

　

３
月
ま
で
に
お
送
り
し
て
い
る
以
外
の
す
べ

て
の
現
役
加
入
者
の
方
に
、
６
月
か
ら
「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
、

学
生
の
方
な
ど
）
、
第
３
号
被
保
険
者
（
専
業

主
婦
の
方
な
ど
）
に
は
、
直
接
ご
本
人
の
住
所

へ
８
月
中
旬
か
ら
10
月
下
旬
に
か
け
て
、
年
齢

の
高
い
方
か
ら
順
次
発
送
い
た
し
ま
す
。

 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た
方
は
、
ご

自
身
の
年
金
記
録
に
記
載
も
れ
や
誤
り
が
な
い

か
を
確
認
の
う
え
、
必
ず
結
果
の
ご
回
答
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
１
２
１
１

生　

活

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

　

税
務
署
や
市
役
所
な
ど
の
職
員
を
装
い
、

「
年
金
、
税
金
の
払
い
戻
し
が
あ
り
ま
す
。
」

と
お
金
が
返
還
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
偽
り
、
現

金
を
振
り
込
ま
せ
る
還
付
金
詐
欺
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
平
成
19
年
に
は
約
30
億
円
も
の
被
害

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
ポ
イ
ン
ト

・
税
務
署
職
員
や
市
町
村
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還

付
金
返
還
の
操
作
を
お
願
い
す
る
事
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
時
は
、
家
族
、
知
人
、

警
察
等
に
相
談
す
る
。

●
お
問
い
合
せ

・
大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

　

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
０
９
９
９

・
商
工
観
光
課
消
費
生
活
相
談
担
当

　

☎
63
‐
４
８
０
７　

相　

談

９
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日

 

「
＃
９
１
１
０
」
の
ダ
イ
ヤ
ル
短
縮
電
話
は

警
察
本
部
の
相
談
専
用
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
架
空
請
求
、
ヤ
ミ
金

融
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
悪
質
商
法
、
日
常
生
活

の
困
り
ご
と
、
ト
ラ
ブ
ル
等
に
つ
い
て
、
加
入

電
話
、
携
帯
電
話
か
ら
直
接
相
談
で
き
ま
す
。

●
警
察
安
全
相
談

・
警
察
総
合
相
談
（
短
縮
＃
９
１
１
０
）

　

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
９
１
１
０

・
生
活
安
全
関
係

　

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
４
１
０
７

・
悪
質
商
法
関
係

　

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
５
１
１
０

人　

権

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　

大
分
地
方
法
務
局
で
は
、
平
日
の
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
ま
で
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
専
用
電
話
に
て
、
学
校
に
お
け
る
い
じ
め

や
体
罰
、
児
童
虐
待
、
児
童
買
春
等
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

９
月
８
日
か
ら
14
日
は
、
全
国
一
斉
「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」
相
談
強
化
週
間
と
し
て
、

平
日
は
19
時
ま
で
時
間
を
延
長
し
、
土
日
も
10

時
か
ら
17
時
ま
で
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
等
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話　

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　
　
　
　
　

（
全
国
共
通
／
大
分
地
方
法
務
局
）

●
お
問
い
合
せ

・
大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
１
６
１
（
36
）

・
大
分
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

　

http://w
w

w
.jinken.go.jp/oita/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

oita_index.htm
l
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統　

計

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

　

10
月
１
日
、
全
国
で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に

関
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。
調
査
の
結

果
は
、
皆
さ
ま
の
豊
か
な
住
生
活
を
実
現
す
る

た
め
の
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
員
が
お
宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票

へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

☎
63
‐
４
８
０
１

環
境
衛
生

ご
み
の
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

ご
み
の
野
焼
き
は
廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、

懲
役
ま
た
は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
の
野
焼
き
は
し
な
い
で
、
収
集
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
多
量
の
場
合
は
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
も
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

環
境
衛
生
課　

☎
63
‐
４
８
２
１

保
健
衛
生

９
月
10
日
か
ら
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

「
自
殺
は
身
近
な
問
題
」

　

自
殺
者
は
全
国
で
年
間
３
万
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
交
通
事
故
死
者
の
約
５
倍
で
、

県
内
で
も
毎
年
３
０
０
人
前
後
の
方
が
自
殺
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
未
遂
の
方
は
自
殺
者
の
10
倍
い
る
と
言

わ
れ
、
さ
ら
に
１
人
の
自
殺
（
未
遂
）
は
、
周

り
の
５
、
６
人
に
深
刻
な
心
理
的
影
響
を
与
え

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
す
が
、
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
殺
を
考
え
て
い
る
人

が
発
し
て
い
る
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
支
え
合
い

ま
し
ょ
う
。

「
う
つ
は
命
の
危
険
を
高
め
る
」

　

自
殺
者
の
約
９
割
は
何
ら
か
の
心
の
病
に
か

か
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
“
う
つ
”
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク

　

□
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

　

□
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た
こ
と
が
、

楽
し
め
な
く
な
っ
た

　

□
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
今
で

は
お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ
る

　

□
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な
い

　

□
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る

　

２
つ
以
上
あ
て
は
ま
り
、
そ
の
状
態
が
２
週

間
以
上
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
続
い
て
い
て
、
生
活

に
支
障
の
あ
る
場
合
は
う
つ
の
可
能
性
を
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
相
談

　

大
分
県
豊
肥
保
健
所
地
域
保
健
課

　

☎
０
９
７
４
‐
22
‐
０
１
６
２

「
こ
こ
ろ
の
電
話
」
24
時
間
相
談

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
大
分

県
精
神
保
健
福
祉
協
会
で
は
、
自
殺
対
策
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
通
常
平
日
の
９
時

か
ら
16
時
に
開
設
し
て
い
る
「
こ
こ
ろ
の
電

話
」
を
９
月
８
日
０
時
か
ら
12
日
の
24
時
ま
で

24
時
間
開
設
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
抱
え
る
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
や
周
囲
の
人
か
ら

の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
電
話　

☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
０
８
７
８

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
５
２
７
６

募　

集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

市
内
に
あ
る
公
営
住
宅
（
市
営
・
県
営
・
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
資
格　

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
で
、

収
入
基
準
に
該
当
す
る
方

申
込
期
間　

随
時
受
付

有
効
期
間　

平
成
21
年
６
月
中
旬
ま
で
（
新
年

度
の
所
得
証
明
書
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
）

抽
選
日
時　

随
時
（
住
宅
に
空
き
が
で
た
場
合
）

※
書
類
審
査
及
び
実
態
調
査
を
行
い
、
適
格
者

に
つ
い
て
は
抽
選
に
よ
り
、
そ
の
都
度
入
居

順
位
を
決
定
し
ま
す
。

※
荻
、
久
住
、
直
入
の
各
総
合
支
所
建
設
課
で

も
申
請
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

建
設
課
庶
務
係　

☎
63
‐
４
８
０
８

竹
田
市
伝
統
工
芸
館
の
利
用
者
募
集

　

竹
田
市
、
㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社
で
は
、

道
の
駅
「
竹
田
」
敷
地
内
に
あ
る
竹
田
市
伝
統

工
芸
館
（
民
工
芸
作
業
所
）
を
利
用
し
て
、
木

工
芸
・
竹
工
芸
等
の
民
工
芸
に
取
り
組
ん
で
く

れ
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

・
農
林
畜
産
課
農
業
振
興
係　

後
藤

　

☎
63
‐
４
８
０
５

・
㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社　

阿
南

　

☎
66
‐
３
５
５
３

　

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
等
に
つ
い
て

省
略
し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

❸



た
け

た
ん

情
報

  平
成

20
年

９
月

号

16 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

17 ㈬ ・竹田市中体連新人球技・剣道大会（～ 18 日）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター / 直入総合支所）　・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市高齢者いきいき交流センター）　・大分県行政書
士会無料相談会 13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・ブックスタート 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）　・人権学習学級 15:00 ～（竹田市文化会館）　・温泉療養文化館「御前湯」休館日

18 ㈭ ・竹田市歩こう会「長者原」9:30 竹田温泉「花水月」前集合（※ 1）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所）
・竹田温泉「花水月」休館日

19 ㈮ ・食育の日　・青少年の日　・ときめき作品展（トキハ別府店）（～ 23 日）

20 ㈯ ・動物愛護週間（～ 26 日）　・七ツ森彼岸花祭り 13:00 ～（七ツ森古墳駐車場）

21 ㈰ ・家庭の日　・秋の全国交通安全運動（～ 30 日）　
・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「秋の植物を訪ねて」7:30 竹田市役所集合（※ 2）　・久住文化協会発表会 9:00 ～（久住公民館）　

22 ㈪ ・成牛市場 9:30 ～（豊肥市場）　・荻の里温泉休館日
・陽目の里名水茶屋休業日

23 ㈫ ・秋分の日　・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・第 25 回竹田薪能 17:30 ～（挟田三日月岩前水上舞台）

24 ㈬
25 ㈭ ・障害者就職面接会 14:00 ～ 16:00（大分東洋ホテル

〔大分市〕）　・竹田温泉「花水月」休館日

26 ㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）
※要予約：文化財課℡ 63-4818

27 ㈯ ・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30
　（佐藤義美記念館「このこのおうち」）　

28 ㈰ ・第 63 回国民体育大会「チャレンジ！おおいた国体」
ソフトボール競技（竹田市総合運動公園ほか）（～ 30 日）

29 ㈪ ・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

30 ㈫ ・交通事故ゼロを目指す日　・固定資産税 3 期・国民健康保険税 3 期・介護保険料 3 期・後期高齢者保険料 3 期納期限
・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

月　間
その他

・10 月１日㈬土地の日
・ソフト王国たけた三つ星ソフトキャンペーン（～９月 30 日）
・夏の省エネキャンペーン（～ 9 月 30 日）
・緑の募金（秋）（～ 10 月 31 日）　

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62–2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62–4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080–5274–3359）

1 ㈪ ・防災の日　・市県民税 2 期・国民健康保険税 2 期・介護保険料２期・後期
高齢者保険料２期納期限　・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

2 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

3 ㈬
4 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

5 ㈮ ・竹田市高齢者大学直入学級 9:30 ～（直入公民館）　・日本産肉研究会第 3 回学術
集会「九州における赤肉生産の戦略」13:30 ～ 17:00（国民宿舎「久住高原荘」）

6 ㈯ ・岡の里能楽講座「能ってなあに」② 15:00 ～ 17:00（塩津清人記念能舞台〔向町〕）※ 2
・第 21 回蛍の里祭り 15:00 ～（明治小学校）　・西宮社八朔祭（歴史資料館駐車場）（～ 7 日）

7 ㈰ ・竹田市歩こう会「早朝魚住」5:50 マルショク竹田店前集合（※ 1）　・第 17 回岡の里親善ペタンク大会 9:00 ～（竹田小学校）
・入国・在留・国籍手続無料相談会 13:00 ～ 16:00（コンパルホール〔大分市〕）　・善神王祭（岡神社）

8 ㈪ ・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

9 ㈫ ・救急の日　・竹田市畜産共進会 8:30 ～（久住畜産センター）　・消費生活相談 9:00 ～ 12:00（商工観光課）
・竹田市高齢者大学荻学級 10:00 ～（荻公民館）　・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

10 ㈬ ・竹田市中学生英語弁論暗唱大会 9:00 ～（久住中学校）　・おはなし広場 10:00 ～（荻みらい館）　・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）　・第 9 回ドイツ料理・ケーキ教室「チーズケーキ」
13:30 ～（直入保健福祉センター）　・第 9 回ドイツ映画鑑賞サークル「エス」19:30 ～（直入総合支所大会議室）　・銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（大分県総合庁舎〔大分市〕）

11 ㈭ ・竹田市高齢者大学竹田学級 9:30 ～（竹田市文化会館）　・竹田市高齢者大学久住学級 13:30 ～（久住公民館）
・全国労働衛生週間説明会 14:00 ～ 16:00（エイトピアおおの〔豊後大野市〕）　・竹田温泉「花水月」休館日

12 ㈮ ・子牛市場 9:30 ～（豊肥市場）　・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課℡ 63-4818
・第 18 回ＬＤコンサート 19:00 ～ 21:00( 直入教育会館２階）

13 ㈯ ・竹田市一斉清掃デー　・直入地域ＰＴＡ連合会清掃作業 9:00 ～ 10:30（直入地域一円）　・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）
・荻地域敬老会 11:00 ～ 13:30（荻福祉健康エリア屋内運動場）　・ギャンブル依存症講演会 14:30 ～ 16:00（大分県精神保健福祉センター〔大分市〕）

14 ㈰ ・水土里の路・歩きたくなる道ウォーキング第 18 回竹田市こうとうさま大会（受付）9:00 ～（大分県豊肥振興局）

15 ㈪ ・敬老の日　・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

竹田市のこよみ9月2008年

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62–3662、太田正一　☎ 68–2480、渡辺善照　☎ 77–2067、斉藤義昭　☎ 75–2692）

運
動
会
・
体
育
祭

９月  6日㈯　竹田南部中・緑ヶ丘中・久住中
　　  7日㈰　都野小・竹田中・都野中・直入中・竹田南高
　　12日㈮　竹田高
　　13日㈯　竹田保・小羊保・久住保・白丹小・三重総合高久住校
　　14日㈰　祖峰小・荻小
　　20日㈯　都野保・南部幼・直入幼・南部小・菅生小・直入小
　　21日㈰　白丹保・竹田幼・竹田小・岡本小・明治小・豊岡小・城原小
　　23日㈫　宮城台小・久住小
10月  4日㈯　荻保・なおいり保・しらゆり幼
　　  5日㈰　あさひケ丘保
　　11日㈯　玉来保・柏原保

○竹田市一斉清掃デー　
　9月13日㈯　竹田市全域

○文化プログラム協賛事業「奥豊後とキリシタン展」
　9月20日㈯～11月16日㈰　竹田市立歴史資料館

○ソフトボール競技
　9月28日㈰～30日㈫　竹田市総合運動公園ほか

○ラグビーフットボール競技
　10月3日㈮・5日㈰・7日㈫　竹田市総合運動公園

○山岳競技
　10月3日㈮～5日㈰　大分県立竹田高等学校

『まきおこせ
　　 竹田の風を  さわやかに』

第63回国民体育大会



20
08

年
９

月
発

行
❺

16 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

17 ㈬ ・竹田市中体連新人球技・剣道大会（～ 18 日）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター / 直入総合支所）　・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市高齢者いきいき交流センター）　・大分県行政書
士会無料相談会 13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・ブックスタート 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）　・人権学習学級 15:00 ～（竹田市文化会館）　・温泉療養文化館「御前湯」休館日

18 ㈭ ・竹田市歩こう会「長者原」9:30 竹田温泉「花水月」前集合（※ 1）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所）
・竹田温泉「花水月」休館日

19 ㈮ ・食育の日　・青少年の日　・ときめき作品展（トキハ別府店）（～ 23 日）

20 ㈯ ・動物愛護週間（～ 26 日）　・七ツ森彼岸花祭り 13:00 ～（七ツ森古墳駐車場）

21 ㈰ ・家庭の日　・秋の全国交通安全運動（～ 30 日）　
・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「秋の植物を訪ねて」7:30 竹田市役所集合（※ 2）　・久住文化協会発表会 9:00 ～（久住公民館）　

22 ㈪ ・成牛市場 9:30 ～（豊肥市場）　・荻の里温泉休館日
・陽目の里名水茶屋休業日

23 ㈫ ・秋分の日　・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・第 25 回竹田薪能 17:30 ～（挟田三日月岩前水上舞台）

24 ㈬
25 ㈭ ・障害者就職面接会 14:00 ～ 16:00（大分東洋ホテル

〔大分市〕）　・竹田温泉「花水月」休館日

26 ㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）
※要予約：文化財課℡ 63-4818

27 ㈯ ・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30
　（佐藤義美記念館「このこのおうち」）　

28 ㈰ ・第 63 回国民体育大会「チャレンジ！おおいた国体」
ソフトボール競技（竹田市総合運動公園ほか）（～ 30 日）

29 ㈪ ・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

30 ㈫ ・交通事故ゼロを目指す日　・固定資産税 3 期・国民健康保険税 3 期・介護保険料 3 期・後期高齢者保険料 3 期納期限
・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

月　間
その他

・10 月１日㈬土地の日
・ソフト王国たけた三つ星ソフトキャンペーン（～９月 30 日）
・夏の省エネキャンペーン（～ 9 月 30 日）
・緑の募金（秋）（～ 10 月 31 日）　

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62–2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62–4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080–5274–3359）

1 ㈪ ・防災の日　・市県民税 2 期・国民健康保険税 2 期・介護保険料２期・後期
高齢者保険料２期納期限　・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

2 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

3 ㈬
4 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

5 ㈮ ・竹田市高齢者大学直入学級 9:30 ～（直入公民館）　・日本産肉研究会第 3 回学術
集会「九州における赤肉生産の戦略」13:30 ～ 17:00（国民宿舎「久住高原荘」）

6 ㈯ ・岡の里能楽講座「能ってなあに」② 15:00 ～ 17:00（塩津清人記念能舞台〔向町〕）※ 2
・第 21 回蛍の里祭り 15:00 ～（明治小学校）　・西宮社八朔祭（歴史資料館駐車場）（～ 7 日）

7 ㈰ ・竹田市歩こう会「早朝魚住」5:50 マルショク竹田店前集合（※ 1）　・第 17 回岡の里親善ペタンク大会 9:00 ～（竹田小学校）
・入国・在留・国籍手続無料相談会 13:00 ～ 16:00（コンパルホール〔大分市〕）　・善神王祭（岡神社）

8 ㈪ ・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

9 ㈫ ・救急の日　・竹田市畜産共進会 8:30 ～（久住畜産センター）　・消費生活相談 9:00 ～ 12:00（商工観光課）
・竹田市高齢者大学荻学級 10:00 ～（荻公民館）　・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

10 ㈬ ・竹田市中学生英語弁論暗唱大会 9:00 ～（久住中学校）　・おはなし広場 10:00 ～（荻みらい館）　・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）　・第 9 回ドイツ料理・ケーキ教室「チーズケーキ」
13:30 ～（直入保健福祉センター）　・第 9 回ドイツ映画鑑賞サークル「エス」19:30 ～（直入総合支所大会議室）　・銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（大分県総合庁舎〔大分市〕）

11 ㈭ ・竹田市高齢者大学竹田学級 9:30 ～（竹田市文化会館）　・竹田市高齢者大学久住学級 13:30 ～（久住公民館）
・全国労働衛生週間説明会 14:00 ～ 16:00（エイトピアおおの〔豊後大野市〕）　・竹田温泉「花水月」休館日

12 ㈮ ・子牛市場 9:30 ～（豊肥市場）　・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課℡ 63-4818
・第 18 回ＬＤコンサート 19:00 ～ 21:00( 直入教育会館２階）

13 ㈯ ・竹田市一斉清掃デー　・直入地域ＰＴＡ連合会清掃作業 9:00 ～ 10:30（直入地域一円）　・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）
・荻地域敬老会 11:00 ～ 13:30（荻福祉健康エリア屋内運動場）　・ギャンブル依存症講演会 14:30 ～ 16:00（大分県精神保健福祉センター〔大分市〕）

14 ㈰ ・水土里の路・歩きたくなる道ウォーキング第 18 回竹田市こうとうさま大会（受付）9:00 ～（大分県豊肥振興局）

15 ㈪ ・敬老の日　・荻の里温泉休館日　・陽目の里名水茶屋休業日

竹田市のこよみ9月2008年

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62–3662、太田正一　☎ 68–2480、渡辺善照　☎ 77–2067、斉藤義昭　☎ 75–2692）

運
動
会
・
体
育
祭

９月  6日㈯　竹田南部中・緑ヶ丘中・久住中
　　  7日㈰　都野小・竹田中・都野中・直入中・竹田南高
　　12日㈮　竹田高
　　13日㈯　竹田保・小羊保・久住保・白丹小・三重総合高久住校
　　14日㈰　祖峰小・荻小
　　20日㈯　都野保・南部幼・直入幼・南部小・菅生小・直入小
　　21日㈰　白丹保・竹田幼・竹田小・岡本小・明治小・豊岡小・城原小
　　23日㈫　宮城台小・久住小
10月  4日㈯　荻保・なおいり保・しらゆり幼
　　  5日㈰　あさひケ丘保
　　11日㈯　玉来保・柏原保

○竹田市一斉清掃デー　
　9月13日㈯　竹田市全域

○文化プログラム協賛事業「奥豊後とキリシタン展」
　9月20日㈯～11月16日㈰　竹田市立歴史資料館

○ソフトボール競技
　9月28日㈰～30日㈫　竹田市総合運動公園ほか

○ラグビーフットボール競技
　10月3日㈮・5日㈰・7日㈫　竹田市総合運動公園

○山岳競技
　10月3日㈮～5日㈰　大分県立竹田高等学校

『まきおこせ
　　 竹田の風を  さわやかに』

第63回国民体育大会
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防　

災

県
民
安
心
・
安
全
メ
ー
ル

　

大
分
県
で
は
、
９
月
１
日
か
ら
大
雨
や
地
震
、

津
波
な
ど
の
気
象
警
報
や
県
か
ら
の
警
戒
情
報

等
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ
電
子
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

災
害
の
詳
し
い
状
況
が
わ
か
り
、
迅
速
に
避

難
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
料
・
情
報
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

携
帯
端
末
な
ど
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
電
子

メ
ー
ル
の
送
受
信
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧
時

に
別
途
通
信
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

　

http://w
w

w
.bousai-oita.jp/

○
登
録
方
法

１
．
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

に
空
メ
ー
ル
（
本
文
や
件

　

名
は
入
力
し
な
く
て
結
構

　

で
す
）
を
送
信
し
ま
す
。

　

e@
bousai-oita.jp

２
．
折
り
返
し
送
ら
れ
て
く
る
メ
ー
ル
に
記
載

さ
れ
た
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。

３
．
利
用
情
報
を
登
録
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
の
点
検
を

　

竹
田
市
か
ら
の
気
象
情
報
や
避
難
情
報
は
、

防
災
行
政
無
線
を
通
し
て
流
れ
ま
す
。
ご
家
庭

に
設
置
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
の
電
池
切
れ
等
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
消
防
交
通
係　

☎
63
‐
４
８
０
０

福　

祉

第
４
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
お
礼

　

７
月
29
日
に
開
催
し
ま
し
た
第
４
回
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
で
は
、
物
品
や
野
菜
等
の
提
供
・

購
入
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
益
金
は
大
分
県
共
同
募
金
会
竹
田
支
会

に
寄
付
し
、
年
末
に
市
内
の
支
援
を
必
要
と
さ

れ
る
方
々
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

第
４
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

　

竹
田
市
長　

牧　

剛
尓

　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長　

高
橋　

功

■収支報告
収　　入

773,581円

23,638円

797,219円

支　　出

47,900円

47,900円

差引益金

749,319円

売上金

寄付金

収入計

諸経費

支出計

敬
老
会
行
事
に
対
す
る
補
助

　

竹
田
市
で
は
、
地
区
社
協
、
地
区
、
自
治

会
等
が
敬
老
行
事
を
行
っ
た
場
合
に
、
高
齢

者
（
70
歳
以
上
の
方
が
対
象
）
１
人
に
対
し

６
０
０
円
を
補
助
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
高
齢
者
の
方
々
の
長
寿
を
祝

い
、
広
く
敬
老
の
思
想
を
普
及
し
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
と
地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
る
た
め

の
も
の
で
す
。

申
請
期
間　

９
月
１
日
㈪
～
10
月
31
日
㈮

提
出
書
類

・
申
請
…
交
付
申
請
書
、
名
簿
、
理
由
書
、
事

業
計
画
書
、
予
算
書
、
効
果
説
明
書

・
請
求
書
（
終
了
後
）
…
成
績
書
、
決
算
書

提
出
先　

福
祉
事
務
所
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
管
理
係　

☎
63
‐
４
８
１
１

　

荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

☎
68
‐
２
２
１
４

　

久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

☎
76
‐
１
１
１
３

　

直
入　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

 

☎
75
‐
２
１
４
２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
免
除
基
準
が

変
わ
り
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除

基
準
が
変
わ
り
ま
す
。

　

免
除
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
福

祉
事
務
所
、
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
窓
口
で

受
付
を
し
て
い
ま
す
。

◇
全
額
免
除

　

身
体
障
が
い
者･

知
的
障
が
い
者･

精
神
障
が

い
者
が
世
帯
構
成
員
で
あ
り
、
世
帯
全
員
が
市

民
税
非
課
税
の
場
合
に
全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

※
従
来
の
身
体
障
が
い
者
、
重
度
の
知
的
障
が

い
者
か
ら
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。
生
活
状
態

の
条
件
を
市
民
税
非
課
税
に
統
一
し
ま
す
。

◇
半
額
免
除

　

視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
及
び
重
度
の
障
が
い

者
（
身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
、
精
神

障
が
い
者
）
が
、
世
帯
主
の
場
合
に
半
額
免
除

と
な
り
ま
す
。

※
従
来
の
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
か
ら
対
象
を

拡
大
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
７
‐
０
７
７

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　
　

☎
63
‐
４
８
１
１

　

荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

☎
68
‐
２
２
１
４

　

久
住　
　
　

〃　　
　
　
　

☎
76
‐
１
４
１
９

　

直
入　
　
　

〃　　
　
　
　

☎
75
‐
２
１
４
２

農　

業

日
本
産
肉
研
究
会
第
３
回
学
術
集
会

「
九
州
に
お
け
る
赤
肉
生
産
の
戦
略
」

　
〝
食
肉
の
生
産
か
ら
食
卓
ま
で
を
繋
ぐ
〟
日

本
産
肉
研
究
会
の
学
術
集
会
が
開
か
れ
ま
す
。

ど
な
た
で
も
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
５
日
㈮　

13
時
30
分
～
17
時

場
所　

国
民
宿
舎
「
久
住
高
原
荘
」

●
お
問
い
合
せ

　

九
州
大
学
農
学
部
附
属
農
場
「
高
原
農
業
実

　

験
実
習
場
」　

☎
76
‐
１
３
７
７

大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
生
募
集

　

大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
将
来
、

畜
産
経
営
を
志
す
新
規
学
卒
者
ま
た
は
社
会
人

経
験
者
等
を
対
象
に
、
畜
産
経
営
に
必
要
な
知

識
、
技
術
に
つ
い
て
実
践
を
通
し
て
修
得
す
る

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

研
修
期
間　

平
成
21
年
４
月
～
22
年
３
月

研
修
場
所　

大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー

募
集
定
員　

５
名
（
性
別
不
問
）

研
修
費
等　

全
寮
制
（
個
室
）、
宿
泊
費
不
要
。

　

食
事
等
一
部
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

９
月
１
日
㈪
～
11
月
30
日
㈰

●
お
問
い
合
せ

・
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー

　

（
畜
産
試
験
場　

企
画
指
導
担
当
）

　

☎
76
‐
１
２
１
４

・
大
分
県
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部

　

☎
63
‐
１
１
７
１

・
農
林
畜
産
課
畜
産
係　

☎
63
‐
４
８
０
５

講　

座

第
３
回
「
竹
田
市
を
五
感
で
巡
る
旅
」
市
民
講
座

『
先
人
た
ち
の
知
恵
に
触
れ
、
豊
か
な

大
地
と
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
旅
』

　

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
設
立
20
周
年
記
念

事
業
と
し
て
竹
田
市
を
５
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、

歴
史
遺
産
や
伝
統
行
事
な
ど
を
見
直
し
、
地
域
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の
活
性
化
に
活
か
す
目
的
で
「
ふ
る
さ
と
」
を

再
発
見
す
る
市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
26
日
㈰　

９
時
～
16
時

行
程　

竹
田
市
役
所
↓
緩
木
神
社
↓
円
形
分
水

↓
白
水
の
滝
↓
荻
の
里
温
泉
（
昼
食
）
↓
高

原
の
店
「
と
ま
と
ち
ゃ
ん
」
↓
エ
コ
フ
ァ
ー

ム
21
↓
岩
戸
橋
↓
白
水
ダ
ム
↓
姫
だ
る
ま
工

房
↓
竹
田
市
役
所

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

　

集
合
場
所
の
竹
田
市
役
所
ま
で
は
次
の
と
お

り
送
迎
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
の
際
に
乗
車
場

所
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
荻
総
合
支
所
（
８
時
30
分
）
↓
文
化
会
館
（
８

時
45
分
）
↓
竹
田
市
役
所
（
８
時
55
分
）

②
直
入
総
合
支
所
（
８
時
20
分
）
↓
久
住
総
合

支
所
（
８
時
40
分
）
↓
竹
田
市
役
所
（
８
時

55
分
）

募
集
人
員　

40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
料　

２
、０
０
０
円

　
　
　
　
（
昼
食
、
入
場
料
等
を
含
む
）

締
切
り　

９
月
30
日
㈫
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

岡
の
里
事
業
実
行
員
会
事
務
局

　

☎
62
‐
４
１
０
０
（
竹
田
創
生
館
）

募　

集

第
23
回
竹
田
市
美
術
展　

出
展
作
品
募
集

　

竹
田
市
美
術
展
は
、
美
術
を
愛
好
す
る
者
の

自
由
な
創
作
の
発
表
の
場
で
あ
り
、
会
員
相
互

の
研
鑚
と
地
域
文
化
の
向
上
、
発
展
を
図
る
も

の
で
す
。
最
終
日
に
は
出
品
者
相
互
が
自
由
に

感
想
や
批
評
を
話
し
合
い
、
研
鑚
を
積
み
ま
す
。

会
期　

10
月
７
日
㈫
～
19
日
㈰

会
場　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
水
琴
館
」

応
募
資
格　

竹
田
市
在
住
で
高
校
生
以
上
の
方

　
　
　
　
　
（
市
内
に
勤
務
す
る
者
も
可
）

出
品
点
数　

一
人
一
点
（
無
審
査
）

種
類　

日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、
工
芸
、
彫
刻

（
展
示
可
能
な
作
品
）

規
格　

作
品
の
大
き
さ
は
自
由
。
作
品
は
額
装

す
る
こ
と
（
10
号
以
上
の
ガ
ラ
ス
装
は
不
可
。

ア
ク
リ
ル
は
可
）

出
品
料　

一
般　

１
、０
０
０
円

　
　
　
　

学
生　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

第
23
回
竹
田
市
美
術
展
運
営
委
員
会
事
務
局

　

☎
63
‐
０
０
４
７
（
阿
南
）

２
０
０
８　

夢
走
れ

竹
田
市
ひ
ま
わ
り
号
参
加
者
募
集
！

　

今
年
も
障
が
い
者
と
健
常
者
が
ふ
れ
あ
い
助

け
合
う
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が
発
車
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
障
が
い
者
と
支
援
・
協
力

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

10
月
26
日
㈰　

８
時
30
分
出
発

場
所　

関
口
観
光
農
園
〔
日
出
町
〕

内
容　

み
か
ん
狩
り

定
員

・
障
が
い
者
（
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を

含
む
）　

60
人

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
家
族
等
の
同
伴
も
可
）

　

70
人

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
費　

大
人　
　
　
　

３
、５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

２
、０
０
０
円

締
切
り　

９
月
30
日
㈫
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

・
竹
田
市
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
会

　

☎
63
‐
２
３
６
０
（
池
田
）

・
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
63
‐
１
５
４
４
（
森
）

第
４
回
市
民
親
睦

　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　

11
月
２
日
㈰　

８
時
ス
タ
ー
ト

場
所　

久
住
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

参
加
資
格　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
方

参
加
料　

２
、０
０
０
円

プ
レ
ー
料　

７
、８
０
０
円
（
税
別
）

　

※
ビ
ジ
タ
ー
、
食
事
付

募
集
人
員　

２
０
０
名

競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
（
ホ
ー
ル
ス
コ
ア
ス
ト

ロ
ー
ク
制
限
Ｗ
パ
ー
ま
で
）

申
込
期
間　

９
月
16
日
㈫
～
10
月
17
日
㈮

申
込
み　

久
住
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
・
竹
田

ノ
ー
ネ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
練
習
場
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
久
住
高
原
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｅ
メ
ー
ル

に
よ
る
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。）

●
お
問
い
合
せ

・
竹
田
市
民
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　

実
行
委
員
会
事
務
局　

工
藤

　

☎
63
‐
３
６
４
７

　

携
帯
０
９
０
‐
８
２
９
８
‐
１
５
４
４

・
久
住
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　

☎
64
‐
３
０
１
０

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kuju-gc@
blue.oit-net. 

「
竹
楽
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

竹
田
の
秋
を
彩
る
た
け
た
竹
灯
籠
「
竹
楽
」

が
、
11
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
の
３
日
間
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
体
期
間
中
の
９
月
28
、
29
日
に
は
、

十
六
羅
漢
に
３
千
本
の
竹
灯
籠
を
点
火
し
、
来

場
し
た
選
手
、
関
係
者
を
も
て
な
し
ま
す
。

　

里
山
保
全
竹
活
用
百
人
会
で
は
、
伐
竹
や
竹

加
工
作
業
、
準
備
や
片
付
け
等
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
等
に
は
多
く
の
人
手
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
竹
田
支
部

　

☎
63
‐
２
６
３
８

竹
田
市
臨
時
職
員
（
保
育
士
）
募
集

募
集
人
員　

１
名

業
務
内
容　

児
童
保
育

資
格　

保
育
士
資
格（
保
育
経
験
あ
れ
ば
尚
可
）

勤
務　

８
時
30
分
～
17
時
（
月
～
金
曜
日
）

賃
金　

６
、４
０
０
円
（
日
額
）

※
通
勤
手
当
等
の
手
当
、
賞
与
及
び
退
職
金
の

支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
職
員
係　

☎
63
‐
４
８
０
０

公　

売

国
有
財
産
の
随
意
契
約

■売払物件
竹田市大字竹田字
殿町2062番2

土　　地

宅　　地

140.58㎡

商　　業

80％／400％

2,550,000円

2,550,000円

所　　在　　地

区　　　　　分

登記地目（種目等）

数　　　　　量

用途地域

建ぺい率
／容積率

売払価格

都市計画
上の制限

期
間　

９
月
22
日
㈪
ま
で

　

※
来
庁
者
の
み
が
対
象
で
、
先
着
順

場
所　

九
州
財
務
局
大
分
財
務
事
務
所
管
財
課

　
　
　

大
分
市
新
川
町
２
‐
１
‐
36

　
　
　

大
分
合
同
庁
舎
３
階

●
お
問
い
合
せ

　

九
州
財
務
局
大
分
財
務
事
務
所
管
財
課

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
０
７
（
57
）
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試　

験

平
成
20
年
度
大
分
県
職
員
採
用
試
験

◇
海
事

　

受
付
期
間　

９
月
５
日
㈮
ま
で

　

第
一
次
試
験
日　

９
月
28
日
㈰

◇
研
究
職
、
職
業
訓
練
指
導
員
、
消
防
職

　

受
付
期
間　

９
月
26
日
㈮
ま
で

　

第
一
次
試
験
日　

10
月
19
日
㈰

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
選
考
要
領
（
県
庁

等
で
配
布
ま
た
は
大
分
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

　

http://w
w

w
.pref.oita.jp/index.htm

l
求　

人

◇
事
務
員
１
人
14
～
16
万
（
竹
）
◇
一
般
作
業

員
１
人
12
・
１
万
（
竹
）
◇
製
造
２
人
12
・
５

～
15
万（
竹
）◇
店
長
候
補
１
人
15
～
20
万（
直
）

◇
看
護
補
助
者
３
人
13
～
16
万
（
竹
）
◇
経
理

事
務
１
人
12
・
５
～
15
万
（
久
）
◇
看
護
職
員

１
人
17
・
１
～
21
・
７
万
（
久
）
◇
調
理
員
１

人
14
・
３
～
17
・
４
万
（
直
）
◇
製
材
工
１
人

11
～
17
・
６
万
（
久
）
◇
介
護
職
員
１
人
12
・

３
～
14
・
９
万
（
直
）
◇
土
木
作
業
員
１
人

12
・
５
～
17
・
５
万
（
竹
）
◇
販
売
・
配
達
１

人
15
～
20
万
（
竹
）
◇
接
客
係
１
人
13
～
18
万

（
直
）
◇
歯
科
衛
生
士
１
人
11
～
14
万
（
荻
）

《
パ
ー
ト
求
人
（
時
給
）》

◇
清
掃
員
１
人
６
５
０
円
（
竹
）
◇
ナ
イ
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
人
１
、０
０
０
円（
竹
）◇
調
理
・

接
客
２
人
６
５
０
～
７
５
０
円
（
久
）
◇
接
客

係
１
人
８
０
０
円
（
竹
）
◇
製
造
ス
タ
ッ
フ
１

人
７
５
０
～
８
０
０
円
（
竹
）
◇
フ
ロ
ン
ト
・

見
回
り
業
務
１
人
８
０
０
円
（
竹
）
◇
調
理
補

助
・
清
掃
１
人
７
０
０
円
（
竹
）
◇
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
ル
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
１
人
７
５
０
～
９
０
０
円

（
竹
）
◇
洗
い
場
係
１
人
６
５
０
～
７
０
０
円

（
荻
）
◇
惣
菜
調
理
員
１
人
６
５
０
円
（
竹
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

は
久
住
地
域
、（
直
）は
直
入
地
域
の
求
人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室　

☎
63
‐
１
１
０
１

小児科外来休日当番医院

歯 科 休 日 当 番 医 院

当  番  日 医　療　機　関 電話番号

9月6日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

7日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

13日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

14日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
15日㈪ 大分県立三重病院 0974-22-7700

20日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

21日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
23日㈫ みやわき小児科 0974-24-0230

27日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

28日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

10月4日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

　　5日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
　受付時間　8:30～11:30　診療時間　9:00～12:00 
※土曜日については、上記当番医以外にも小児科診療を行って

いるところがあります。
○竹 田 医 師 会 病 院　http://www16.ocn.ne.jp/~taketais/
○公立おがた総合病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○大 分 県 立 三 重 病 院　http://www.oita-miebyo.jp/
○豊　肥　保　健　所　http://www.pref.oita.jp/12056/

当  番  日 医　療　機　関 電話番号
9月 7日㈰ 藤井歯科医院（上本町） 63-3048

14日㈰ ふじさわ歯科医院（浦町） 64-1118
15日㈪ まつもと歯科クリニック（東中） 62-2400
21日㈰ 竹田市荻歯科診療所（桜町南） 68-3263
23日㈫ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 75-3001
28日㈰ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 75-3001

10月5日㈰ 高山歯科医院（殿町） 63-2561
※受付可能な時間帯は異なりますので、診療時間をご確認の
上、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎097-545-3151　
　http://www.oita-dental-a.or.jp/index.html
受診時の注意点
　当番病院は、やむを得ず変更になる場合があります。受診
される場合は、あらかじめ当番病院または竹田市消防署（☎
63-0119）にお電話で確認されるようお願いします。
　また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意された約束
処方となることがありますのでご了承ください。








